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発刊 に当たって

平成 23年度の業務を終わるに当た り,関係各位へ衰心より厚 く感謝とお礼を申しあげ

ます。お陰をもちまして,今次研究 3か 年の共同研究に大きな成果を得て終止符を打つ こ

とができました。

研究協力校の選別中学校,緑丘小学校には学校挙げてのご協力をいただきましたととも

に,研究協力員の皆様には,業務多忙の中,各種会議への参加や検置授業の実施など大変

なご苦労をおかけしました。麟にありがとうございました。

本研究所では,研究主題 「薇かな学力をはぐくむ学習指導の実践的研究Jの もと,新 し

い学習指導要領の完全実施をみすえ,「習得」 と「活用」のパランスや 「言語活動」の取

り入れといった視点から, 3か年計画で研究を進めて参 りました。研究教科も口薔,算数

数学,理科,英語,体青と多岐にわたり,各教科における言語活動のおさえや,「活用」

型の授業展開の在 り方等について,具体的な実践を通 した検饉ができたのではないか と

思つてお ります。本研究紀要は,そ の成果を,分か りやすい形でまとめる努力をいたしま

したので,ぜひご高覧いただき,ご意見,ご批判等をお寄せいただければ幸いに存 じます。

来年度か らは,新 たな研究へ取 り組むことにな ります。現在,所員の英知を結集 し,新

しい教育課題や,学校現場での必要感など,多角的な見地から研究内容を策定 していると

ころであります。手前味噌になりますが,今,管内的なレベルで共同研究を進めることが

できるのは,各教科の研究団体を除けば留研 しかないと自負 してお ります。予算的,人的

な裏付けをいただきながら,研究に邁進できる現在の環境に感謝 し,よ り効果的な研究内

容で,よ り分か りやすい理由の構築や,よ り納得のいく授業の展開を目指 します。

本年度はさらに,所報の体裁の変更や,所員講師による研修講座の開催など,新 しい試

みも模索 してきたところです。年度当初にお約束 した
「留研の変革」も徐々にではありま

すが実現 してきてお ります。 しか しなが ら,各種研修講座への多加者の数や,留研の業務

内容の周知など,ま だまだ改善すべき点も多 く,本 当の意味で 「留萌管内の研究所」にな

るためには道半ば と言えます。今後 も,現場の先生方の声を大切にしなが ら,真 に必要と

されるための 「変革」を進めて

'り
ます。

終わ りにな りましたが本研究所の運営に当た りまして,ご支援を目 りました管理委員会 ,

運営委員会の皆様.留萌教育局,留萌管内各市町村教育委員会,日萌管内校長会並びに教

頭会の皆様及び関係機関に心より感謝とお礼を申しあげます。

平成 24年 3月

留萌管内教育研究所

所 長 中 村 延 広
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今日的な学崚

●青の

“

日か

ら

これまでの研

究及び管肉の

実日から

道研違研究主

■とのかかわ

りから

21世紀は新しい知識・情報・技術があらゆる領域での活動の基盤として重要性を
増す「知臓基盤社会」の時代といわれている。この社会の変化に対応する能力こそ生

きる力であり,新学習指導要領の目指す「生きる力」とは 知・徳・体のパランスの

とれた力である。その中でも知の側面である基礎的・基本的な知識・技能の習得とと

もにその活用を通して,思者力・判断力・表現力の青成を図ることが重要視されてい

る。

また。児童生徒00際的な学力調査においても思者力・判断力・表現力等を問う記

述式の問題や,学習意欲にも課題があるとされている。このようなことから,今,子

どもたちに確かな学力をはぐ<むための教育が求められている。

本研究所では これまで5次に及rsi共同研究を行い。第4次までは主に学びの教育,

そして前回は心の教育について研究を行い,成果を収めてきた。研究を進めるにあた

り,日萌管内の実態に合わせた,教育現島で活用できる研究を心がけてきた。

今回新たに研究テーマを設定するにあたつては 平成21年度からすべての小中学

校で先行実施される 新学習指導要領に関わる「確かな学力をはぐくむ」研究テーマ

は教育現場ですぐ生かされるであろうと考えた。

また。 19年度から実施されている 全日学力・学習状況調査の日萌管内における

傾向は「国譴.算数・数学ともに知醸・技能の習得に向けた指むを充実させる必要が

ある」 (平成21年 1月日萌教育局作成～平成20年度全国学力・学習状況調査 調
査結果報告薔 《留萌腱 )とまとめていることからも,確かな学力をはぐくむ教育活

動の充実は圏萌管内の教育にとつて緊要な研究テーマであると考え,設定することと

した。

北海道教育研究所連盟 (道研連)では,第 14次共同研究において実践的な指尋カ

の向上を図るこれからの教員研修の在り方を目指し「実践的な指導力の向上を図る教

員研修の改善」を研究主題に掲げ:3か年撻続研究 (2年目)を進めている。
特に教員の実践的な指導力の向上を図る研修を行うことで,学校教育の現状の課題

である「子どもが意欲的に知日・技能を習得し,活用する力を身に付け,また学習

習慣,生活習慣等を改善していこう」とするねらいが見られる。「知識・技能を習得

し活用する力や学習意欲を高める」については 本研究の根幹にあたる,確かな学カ

をはぐ<むことに大きく関わる事項であることから,本研究を推進することにより,

道研連研究主題解明の一日を担うことができると考える。
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確かな学力を

はぐくむために

学冒僣導の

実目的研究

教育活動を進めるにあたり,各学校において,児童生徒に生きる力をはぐくむこと

を目指し 自意工夫を生かした教育活動を展開する中で,基礎的・基本的な知菫・技
能と,自ら学び自ら考える力を車の両轄のように相互に関連させながら指導すること

が大切である。

全国学力・学習状況調査における留萌管内の結果からも,知■・技鮨を■実に30
する指尋や身に付けた知日・技能を活用する力を青成する指導の工夫・改善に努める

ことが必要であると言われている。

それては,確かな学力をはぐ<むためには,日々の授業をどのように改善・充実さ
せていけばよいのであろうか。

確かな学力とは,知識・技能に力0え,自ら課題を見つけ,学ぶことへの意欲をもち,
主体的に考え,判断し 行動し,よりよく問題を解決する資質や能力である。
そこで,ます。基礎的な知■や技能を口得させるために,教えるべきことはしっか
りと教えることが大切になつてくる。そして,身に付けたことを活用して課題を解決
するために必要な思■力・判断力 。表現力を培い。児菫生徒一人一人が学習したこと

を他の学習や生活に生かすことのできるような計画的な授業が求められる。

また。単元の目楓  1時間の授業の中で到達すべき日標を019確にして,こ籠的 。薔
本的な事項0■実な定■を図るとともに8日活動を積極的に取り入れることで,児童
生徒の主体的な学習活動を促したい。言語化することにより身に付けた知識を明確に

自分の中に蓄積し それを次の学びの手立てとすることができるよう,さらなる言語
活動を広げてい<。 学習活動において|よ 作業的,体験的な学習や問題解決的な学習
を通して,学習したことや者えたことを自分の言葉でなとめ,伝える活動の発案を図
りたい。

さらに,学■意atの向上も重要要素として示されていることを踏まえた授業づ<り
を行う必要がある。

従前にも増して。指む内容の充実と指導方法の改善に全力を傾注しなければならな

い昨a 「確かな学力」をはぐ<むための学習指導の改善,そして開発が急務であり,
重要である。

学習指導の改善,開発が重要であるという点から,本研究では実践授業を重視する。
理崎研究にとどまらず,授業を通しての実践研究は,理腑の検証や指導法の改善を
効果的に進めることができると考えた。また,授業研究を重ねることにより,教師の
技■はもとより,子どものよりよい成長を図り。さらにこれから必要となる学習指導
の様子を各学校に発信できる。

授業実践を重ねながら,研究を深めていきたい。
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◇獲得した知識や技能を活動の中で生かそうとする子ども

◇学ぶ楽しさを実感しながら.主体的に学び続けようとする子ども

0)獲 得した知識や技能を活動の中で生かそうとする子ども

「分かった′」

「でCt′ ′」

「使えそうだ′」
「饉っτ諄よう′」

自力解決・発表・検

学ls~i楽しさを実感しながら,主体的に学び続けようとする子ども

こうしてみてはどうかな?

みんなとやつてみよう !!
分
か

っ
た
―
で
き
る
よ
う
に

な

っ
た
ぞ
―
こ
ん
な
考
え
も

あ
る
ん
だ
な
！

交流・まとめ体験活動・言語化

さらなる疑間・追究

何故だろう?どうし

たらできるだろう?

もつと詳しく調べたい

ことがでてきたよ !も

っとやつてみよう !

-3-



(4) 年次計画
【視点 1】

「学ヨ過程の工夫」

【視点 2】 【視点 3】

「学冒菫歓を高める工夫J

平威21年塵 (1年演)
基礎的・基本的な知

識・技能の習得を中心
言語 1ヒすることで知

識を身に付ける活動

の工夫

環境構成の工夫によ

るアプローチ

いろいろな変化を
つけた繰り返し学習

など習得の楽しさを

感じる授業展開

数室掲示の工夫 (日
常的掲示)や人的環境
(TT)の活用など
ら意欲を高める

話す。●くを中

心に学びを言語化

し,習得へと

平威22年E(2軍次)
知識・技能を習得 し,

活用へと向かう授業

展開

言語化することによ

り思者を深める活動

の工夫

課題設定の工夫によ

るアプローチ

課題設定→個人思
者→集団思者へと
進みながら意欲を
高める

前半で習得したも
のを後半では活用ヘ

とつながる授業展開

活動を言語化し,
具体的思考から抽象
的思考へと

習得したXll識・技能の

活用を中心とした,課
題解決のための授業展

開

言語化することによ

り思者力・半」断力・

表現力を高める活動

の工夫

学び合い 。伝え合いの

場の工夫によるアプ

□―チ

すでに習得した
ものを活用するこ
とで学びが深まる
授業展開

グループ構成の工
夫などにより多様な
意見交流を可能とし,
意欲を高める

言語化し,自己の
思者の段階を把握.
アウトプットヘと
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(5) 今年度の計画

4月 ・年間計画立案 。道研連定期総会

【4月 15日 (金 )】

5月 。第7回合同研究会議に向けた準備

6月 ・第7回含同研究会議

(今年度の研究の推進.検証授業計画)

7月 ・検証授業にかかわる計画推進及び理綺研究 ・北海道教育研究所連盟夏季研究所員研

修会

【7月 27日 (水)～ 28日 (木 )】

8月 ・検証授業の内容の検討

9月 第 1回検証授業指導案検討

第 1回検証授業

(検証授業の成果と課題の検討)

第2回検証授業指導案検討

・第66回北海道教育研究所連盟研究発
表大会 (綱走大会)

【9月 8日 (本)～ 9日 (金 )】

10月 。第3回検証授業指む案検討

11月 第2回検証授業

(検証授業の成果と課題の検討)

第 3回校証授業

(検証授業の成果と課題の検討)

第8回合同研究会議

12月 ・研究紀要編集作業

1月 ・研究紀要編集作業

2月 。第9回合同研究会議

(今年度の研究の成果と課題について,研究

紀要原稿の校正)

3月 。研究紀要第 17号発刊
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☆獲得した知識や技能を活動の中で生かそうとする子ども

☆学ぶ楽しさを実感しながら,主体的に学び続けようとする子ども

視 点 1 視 点 3

学習過程において授業展開や学習意欲を高める指薔方法を工夫し,

言語活動の充実を図ることで,知識や技能を生かしながら主体的に学
び続け,確かな学力を身に付けた子どもをはぐくむことができる。

「学■遇租0工夫」 「ロロ活働0発農」 「学口菫歓を高める工夫」

・基礎的・基本的なXll議・

技能の習得を中心とした

授業展開

言語化することで知識を身に

付ける活動の工夫

環境構成の工夫によるアプ

□―チ

知識・技能を習得し,活
用へと向かう授業展開

・言語化することにより思者を

深める活動の工夫

・習得した知臓・技能の活

用を中心とした,課題解
決のための授業展開

言語化することにより思者

力・判断力・表現力を高め

る活動の工夫

。学び合い 。伝え合いの場の

工夫によるアプローチ

確 か な学 力 《知 )豊

か

な

心
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視点 1学習過程の工夫について

習得した知識 0技能の活用を中心とした,課題解決のための授業展開

児童生徒 一人 ‐人が,基礎的・基本的な知識・技能を確実に身に付け,よ りよく問題を

解決することができるようにするためには,単 元や題材において, どんな場面で,ど のよ

うな方法で,ど んな力を身に付けるのかを明確にする必要がある。さらに児童生徒の実態

に応 じて活用の場や方法を選定 し,習 得した知識・技能の活用を中心 とした課題解決のた

めの授業展開を工夫することが重要である。

授業づくりの柱 として 「身に付けさせたい力」を明確に位置付け,そ れを確実なものに

するために,習 得 した知識・技能を活用する授業を展開する。活用の場を十分に保証する

ことで,「 やってみたい !」 「おもしろそうだな !」 というような児童生徒の自主的 。自

発的な学習を促すとともに,活用することで課題解決することができるという実感を伴つ

た理解を得ることができる授業を目指 した。

特に小単元や大単元の終わ りで,そ れまでに学んだ知識や技能を活用することで,習 得

した知識・技能をより確かに定着させることができると考えた。

1時間の授業の中で

(小学 5年  体育科の例 「タグラグビー」より)

:パ スを回 して相手ゴールを目指すため :
:に ,攻め方を工夫しよう。       :

=●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●、

:作戦のおかげで,パ スが回つて トライができたね。:
ヽ¨ ●●̈ ¨ ¨ ●●●●●●

"●
●●●̈ ●●●●●●

“ “ "●
●●●
“ "●

●̈
“
¨

“
゛
¨ ●●●
・・・
¨ ¨ ●●●●●●

“
|

実感を伴った理解

_「賃1塁lt鷲げる
。捕る)

ヽ
使お う !!′ ×

活 用す べ き

技 能 の確認

課題解決のための

作戦会議 能グ》チーム毎に練習

プの本時の作戦を考える。

★ためしてみたい !!

6
″
´
へ
蔭

[ヽ1最霧[1こ景:全 !iT習
|ゲーム |

● _… … … … _J

ゲームの振 り返 り

V
・ヽ 各チー

発表

★なるほ
ヽ

ヽ

ムか ら成果の

ビ!!   ノ習得した技能の活用

★練習 してきた ことをしつ

か りと使おう !!
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単元を通 して

(小学 5年  体育科の例 「タグラグビーJよ り)

ポールを持っていないとき

チームとして動 くカ

「投げる。受ける,止 める.運 ぶ」

といったポールを操作する力

習
得
し
た
知
識
・
技
能
の
活
用
を
中
心
と
し
た
，
課
題
解
決
の
た
め
の
単
元
の
臓
れ
・
‐‐

タグラグビーの内容を知る。

実際のゲームを見せ,タ グ

ラグピーのイメージをもたせ

た後,簡 単なゲームをするこ
とで意欲化を図る。

必要な技能を身に付けよう。

トリルゲームで技能を習

得 し,タ スクゲームで活用
しなが らチームとしての動

きを身に付ける。

習得 した技能を活用し,攻 め方を

工夫 しよう。

まず ,個 々の課題 をもと
に,チ ームの作戦を考える。

その作戦と,習 得 した技能を

活用 しゲームを行 う。

習得した技能を活用し,守り方を

工夫しよう。

前時 の学 習 で 出 され た 課

題 を解決す るために,話 し合
いを行 い,習 得 した技能 を活

用 してゲームを行 う。

習得したものすべてを活用し,ゲー
ムをしよう。

これ まで学習 して きた知

識・技能をすべて活用 し,ゲ
ームを行い,学習のまとめを

する。

実患を倅った理解
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視点2言語活動の充実について

言語化することにより

思考力・判断力 0表現力を高める活動の工夫

これからの教育のキーワー トとして,「言語」が注目を集めている。人は言語によって

思考 し,人 との関係をつくり,感性や情緒を豊かなものにしていく。言語は 「生きる力」

を支えるものといってよいだろう。

言語活動の充実を図るためには,記録や要約・ 説明,論述など,多様な言語活動を授業

の中に取 り入れていかなくてはならない。授業の中のあらゆる場面をとらえて,言 語活動

を設定 していくことで,児 童生徒は各教科等がそれぞれにもつ表現方法に債れ,それ らを

活用 した り,コ ミュニケーションカを高めた りすることができるようになる。

では,「思考力・判断力・表現力を高める」という側面か ら考えた言語活動の充実を図

るための学習指導の在 り方はどのようなものになるのか。問題解決の場面で自分の考えて

いることを言語化することで思考力・判断力・ 表現力を向上させることができることは ,

昨年度までの検証で明 らかになっている。今年度 も自分の考えを言語化する活動を取 り入

れつつ,言語活動のね らいや内容を明確にすることで,各 教科のね らいの達成や身に付け

させたい力の確実な定着を図る授業づくりを目指 した。 また.言 語活動の量的な充実のみ

な らず,質 的な充実 も目指 していくことで,言 語活動の在 り方を改善できると考えた。

中学校数学科の例

1年生「4章 比例と反比例Jよ り

身に付けさせた

い知識 。技能

比例・反比傷の式化

グラフ化・ 表化

比例・ 反比例の式や

グラフの特徴の理解

― H―



「

:_

前時 までの活動か ら

・ 比例 の特 徴 を確 認 す

る。

ホワイ トボー トの

活用

集めたペ ットボ トルキャップで何人の

子どもが救えるかな。

キャップの個数と

重さに比例の関係

があるかも ?

本時の流れ

比
例
の
特
徴
が
活
用
で
き
る
こ
と
に
気
付
く

・ベットボ トルキャップの個数

と重さが比例関係にあること

をグラフから考える。

y=aXの 式に数値を代入すると
できる。

5個で 12gだ から 1個 2 4g
になる。これが比例定数だ。

一部分の数量を調べると,比
例の関係か らキャップが2500

日であることがわかった。

官日化の■■

比例の関係を表・式・グラフ

に表す。

思考力・判断力 :

現 力を高める言語

活動

官■化の■薔

②表・式・グラフを使い,自 力解

決 し,ベ アゃグループで交流す

る。

官■化の場■

③グループ交流の結果を全体で

交流する。

官■化の増百

習
得
し
て
き
た
知
識

・
技
能
を
活
用
し
課
題
解
決

④本時の学習を活用 し,発 展問題
を解 く。

身近な事象にも比例の特徴

を活用し課目を解決できる 確かな学カ

間■を分析 し,日■を明
らかにする

視聰党機器や実物を活

用することで,問題場面
を確実に把握 させ,活用
すべき知識・ 技能に気付

かせるよう配慮 した。

ペア交流やグループ交流

の際に,ミ ニホワイ トボー ド

を使用 し,考 えを言語化す
る。共通の視点のもと話 し合

いが行われるので,互 いの考

えをよ りよいものへつなげ

ていく。
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視点3 学習意欲を高める工夫について

学び合い・伝え合いの場の工夫によるアプローチ

変化の激しい社会を生きる子どもたちには,「生きる力」をはぐくむことが必要であると

いう考えが学ぶ目的の基盤 となっている。 ここでいう「生きる力」 とは,『薇かな学力』

『豊かな心』『健やかな体』の 3つ の要素からなる力である。この三要素の中でも,「生き

る力」を知の側面からとらえた『薇かな学力Jを育成していくことが,学校教育の中で求

められている。

『確かな学力』では,知識や技能はもちろんのこと, これに加えて,「学ぶ意欲」が取 り上

げ られている。自分で課題を見つけ,自 ら学び,主体的に判断し,行動し,よ りよく問題解

決する資質や能力まで含めたものである。

そこで,教科や単元の特性,児童生徒の実態をとらえ,学習意欲が高まる学び合い
。伝え

合いの場を導入し,児童生徒が主体的に「話 したい」,「 聞きたいJと いう思いをもちなが

ら交流することができる授業づくりを目指した。

そのためには,互いの意見を交流 しやすいグループの構成を考える必要がある。学年の発

達段階や,児童生徒の実態,学び合う内容に応じながら人数や形態を変えていくことで,積

極的な交流の場が生まれるだろう。

また,本時の目標を実現するために,交流の視点を明薇にするとともに,教師自身が,交

流の目的をはつきりとおさえ,それを児童にどのように指導していくのかも工夫することが

児童の学習意欲の喚起につながっていくと考えた。

1 時間の授業の中で

(中 学 2年 英語科の例 「比較級・最上級」より)

多
いろいろな答え

があ りそうで面

白いね。

みんなが好きなス

ポーツについて聞

いてみようよ。

一番好 きな

スポー ツは

パ レーなん

だ。 be●tを

つか って表

現しよう。

「～ よ り人気 が あ

る。」 は

more popular than

だよね。

ペ ア で 分 担 して

イ ンタ ビ ュー し

よう。頑彊るぞ !



単元を通 して

(中 学 2年 英語科の例「比較級 。最上級」より)

話す活動や ALTと の コ ミュニケー シ ョ
ン活動に前向きに取 り組む。
文字で書かれた英文を読んだ り,書いた り
する活動は苦手。
日本語でも返答に時間のかか る生徒がい
るので,コ ミュニケーション活動では,丁 事
な個への支援が必要。

に借けさせたいカ
① 形容詞の比較級。最上級
② Whichと 比較級を用いた疑問丈

③ 副詞の比較級。最上級

2つ のものを比べて,感 想を言おう。

ペアで繰 り返 し言い方の棟習

をしよう !The lion ie big.

The lion ia bigger than my dog.

2つの物を比べるときには,形容
詞の 「比較級」を使 うんだ。

比べ る物 が 3つ 以 上あった ら
どうすればいいのだろ う?

3つ以上のものを比べて,自 分の意見を言おう。

生
徒

の
実
態
を
ふ
ま
え
て
ペ
ア
学
習
を
繰
り
返
し
行

い
，
言

い

方
や
聞
き
方
を
し

つ
か
り
と
身

に
付
け
，
自
信
を
も
た
せ
て
い
く
。

そ
こ
か
ら

「
他

の
生
徒
に
も
聞

い
て
み
た

い
」
と

い
う
意
欲
を
高

め
る
こ
と

に

つ
な
げ

て
い
く
。

ペ アで繰 り返 し言い方の棟

習をしよう !

3つ の物 を比べ る ときには
形容詞の最上級を使 うんだ。

英語で質問するには どう言
えばいいんだろう?

2つ のものを比べて, どちらの方がOOか 相手に聞こう !

相手にたずねるときは,「Which is
だ▼ 「同じくらい～」というときは。

比較級,A or B?」 の形を使うん
ao～ a●…を使 うんだ。

tア学習ベアで繰 り返 し聞き方の練習をしよう。
たくさんの人に様々なことを聞いてみたいな。

題
比較級 。最上級を使って,みんなが
一番好きな物をインタビュー しよう ! 圧

Basebsll is the most
popular sport,

+コ ミュニ

壼 学 カ

ペ
ア
で
考
え
さ

せ
る
こ
と
に

よ
り
生
徒
に
自
信
や
責
任
感
を

も
た
せ
，
活
動

の
意
欲
化
を
行

”ｎフ　。

好きなスポーツについてみんなに聞いてみよう !

好きな動物について聞いてみようよ !

みんなの好きな物を調べた りまとめた りするのも比較級・最上級が役に
立つ ん だ !

確 が
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1「運動特性を生かした学習課題の設定」による学習指導の実践
～習得した技能を活用するポール運動の授業～

苫前町立苫前 Jヽ学校 因    雅  仁  教論

2「定着と活用に焦点化した課題の設定」による学習指導の実践
～習得した技能を総合的に活用し,日常現実社会とつなげる学習展開～

遠別町立遠別中学校 棚  田    奨  教諭

3「実践的コミュニケーション活動」による学習指導の実践
～ペアワークを取り入れた課題解決のための学習展開の工夫～

小平町立Jヽ平中学校 水  戸  誠  晃  教論



『■■特性を生かした事口■■0臓定』による事口相■0翼■
～ヨ得 した技能を活用するボール運動の授業～

(小学 5年 体青科 単元名「タグラグビー」 全 7時間 )
苦
"町
立苫絆小学校 日   雅 仁

は じめ に

(1)子 どもの実■
本学級の児童は,体青の学習に対する意欲及び個人技能において個人差が願著に見ら

れる。体を動かすことを好む児童が多いが,走ったり,ポール運動をしたりすることに

苦手意識を抱いている児童もいる。これまで学習してきたポール運動では,ポ ール操作

の技能において個人差が見られた。意欲的にポールに関わり, 自分が狙つたところに正

確にポールを投げたり,速いポールを捕ったりできる児童がいる反面,全 くポールに関

わることができない児童の姿もあった。

体青科におけるグループ活動では,互 いを認め合い。声を掛け合いながら取 り組むこ

とができるが,チームとして作戦について話し合いを深めたり,チームの課題を把握し,

効果的な練習方法を考えたりする段階までは至っていない。

(2)単元について
5年生のポール運動ゴール型では,「投げる,受ける.は る.止める,運ぶ」といつ

たポール操作をしたり。ポールを保持する人からポールを受けることのできる場所に動

いたりして攻守入り交じつたゲームができるようにする (技能)こ とが日標である。

しかし,ボール操作技能に関しては,個人差が大きく,特にポールを狙つた所に投げた

り,朧つたり,運んだりすることは高学年の児童にとって難しいことである。本学級の

児童の実態も同様であり,得意な児童が中心となってゲームが進むことが多い。そこで

ゴール型の政材としてタグラグビーを行い。全ての児童が運動に親しみ,活躍できる場

をつくりたいと考えた。タグラグビーは,一定の時間の中でバスとランを使って攻めた

り,相 手のタグを取ることで守ったりして,相手のチームと得点を競って楽しむ運動で

ある。タグラグビーは,ポ ールを投げる,捕る,走るの繰り返しからなるポールゲーム

であり,相手から逃げながらゴールを目指すことから.鬼遊びの要素が含まれており,

児童にとって取り組みやすいといえる。また,他のポール運動と比べてポール操作技能

が簡単であり,運動が苦手な子も含めて容易に楽しめる運動であることから,ポ ール運

動ゴール型として単元を設定した。

また,タ グラグビーのもう 1つの魅力は身体接触が無いことである。身体接触が無い

分.男女差や体格差によって左右されることが少なく,全ての児童が意欲的に取 り組む

ことができる運動であることから,運動に苦手意識がある児童も含めて,活発に活動す

る姿が期待できる。

そしてタグラグビーで身に付けた動き方は,今後,児童が学習する他のポール運動の
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中でも必要となる動きの要素が含まれている。ボール操作が容易な単元だからこそ,個
々の動き方に着目させることができ,今後のポール運動の中でも活用できる技能として ,
全ての児童に確実に身に付けさせていきたい。

『運動領城の系統性』

【第 1学年。第 2学年】

『 ポール投げゲーム』

○的当て遊び

Oキ ャッチボール

○ ドッジボール

『 ポール職 リゲーム』

○的当て遊び

0シ ュー トゲーム

『 鬼遊び』

○一人鬼,二 人鬼

O宝取 り鬼

0し つぽ取 り鬼

【第 3学年,第 4学年】

『 ゴール型ゲーム』

○ハン ドポール

○ポー トボール

○ラインサ ッカー

○フラッグフッ トボール

『 体つ くり運動』

0多 様 な動 きをつ くる運動
○体のパ ランスをとる運動

○体を移動する運動

【第 5学 年 .第 6学 年】

『 ポール運動 ゴール型』

○タグラグピー

○サッカー

○バスケ ットボール

『 体つ くり運動』

○体力を高める運動

○体の柔 らか さ及び巧み

な動 きを高めるための

運動

研 究 の視 点

(1)学■過程の工夫について
～習得 した知由・ 技鮨の活用を中心とした。暉■解決のための授業展開～

本単元において主に活用する技能は 2つ である。 1つめはポール運動を行う中で,児
童が最も難しく感じる「ポール操作」である。 2つ めはチームとして得点を得るための
「ポールを受ける動き」である。

1つめの 「ポール操作」は,「ポールを投げる 。捕る」技能であり, これまでの体育
の学習の中で,繰 り返し練習してきた経験があり,すでに習得している技能として位置
付け,そ の技能を活用することとして授業を展開していった。
2つ めの 「ポールを受ける動き」については,タ グラグビーは,「ポールを保持した
児童はタグを取られるとポールから手を離さなければならない」 「ポールは後方及び真

横にしかバスできない」 「ポールを落としてはいけない (バウンドさせてはいけない)」

ため,ポールをもっていない児童がバスを受けやすい位置に移動することが重要である。
そこで トリルゲームの中で 「スベースヘの動き」や 「ポールを保持する人へのサポー ト」
を繰 り返し練習して,「ポールを受ける動き」をしっかりと習得させた後,タ スクゲー
ムで相手がいる中で「ポールを受ける動き」を試 したり,ゲームで 「ポールを受ける動
き」を生かした攻め方を工夫したりすることによって習得 した技能を活用していった。

単元における「活用Jに ついては,単元序盤では,「ポール操作」と「ポールを受け
る動きJの技能を確認 (身に付いていない児童についてはここで習得)さ せる場面を設
定し,単元の中盤から終盤では,その技能を活用した 「ゲーム」を中心とした授業を行
つた。授業者としては,習得した個人技能 (バ ス)を集団の中で動きながら状況に応じ
て発揮すること くゲームの中で)を活用の 1つ と捉え,タ スクゲームやゲームを活用の
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場として設定した。すでに習得した技能を生かす場面を工夫していくことで,児童が 「正

確にバスを回して,ゴールを目指す」ためにはどうしたらよいかという課題を解決する

ために,意欲的に学習に取り組むことができると考えた。

本時では,ゲーム (活用)と 練習 (習得)の相互関係を大切にしながら学習を進めた。
「①チームでゲームの反省を交流する」 (チームの課題の洗い出し)「②ゲームで出さ

れた反省を改善するための練習を行う」 (課題解決)「③練習で身に付けた技能を確か

めるゲームを行う」 (振 り返り)と いった流れから,薇かな技能の習得と,習得した技

能の活用を 1単位時間の中で同時に進めることができ,児童に身に付けさせたい力を確

実に定着させることができると考えた。また。すでに習得した技能の活用を通して,各

チームで出された課題を解決しようとする問題解決的な学習を展開することとした。

(2)言■活動の充実について

～言語化することにより思考力・ 判断力・表現力を高める活動の工夫～

単元を通して,自 分の活動の反省と「次はこうしたい」という意識を,学習カー トに

言語化して書く活動を取り入れた。練習やゲームの中で自らが感じた課題を言語化する

ことにより,次の練習では何を意識して取り組めばよいのかが明薇となり,児童の思考

を整理することができると考えた。特にバスが上手につながる時と,つ ながらない時の

違いを考えさせ。学習シー トに言語化させることで,パ スを上手につなげるためには ,

どうしたらよいかを判断させていくことができると考えた。

また,練習や試合の中で,「バスを出す側」と「バスを受ける側」の意思疎通を大切

にするよう指導した。初めてタグラグビーにふれる児童が,わかりやすく運動できるよ

ように,「プレーに必要なかけ声」を提示し,パ スを出す側は常に「どこにいてほしい

のか。」,バスを受ける側は 「どのタイミングでバスがほしいのか。」を言話化させて

伝えることで,判断力や表現力の青成を図つた。さらにゲームを進めていく中で,児童

が提示した話形を越えて, 自分の考えを言語化することができるよう指導した。

本時では,チ ーム毎に個人の反省をもとにした作戦会議を行う場面を設定した。前時

のグームの反省をもちより,チ ームの特徴に合わせた作戦を考えたり,そ の作戦を達成

するために練習方法を考えたりすることで,個々の思考力や表現力を育てることができ

ると考えた。

(3)学口菫atを 萬める工夫について

～学び合い 。伝え合いの場の工夫によるアプローチから～

単にポール操作の技能が身に付いていても得点を重ねることができないのがタグラグ

ピーである。そこで重要になってくるのが,「 チームとしての効果的な攻め方・守 り方 J

である。日の考えをもとにチーム毎に話し合い活動を行い, 自分のチームの攻め方
。守

り方のよい点や課題を見つけ出させた。その後,チームの課題を解決するための練習を

考え,工夫する活動を通して,テーム戦術を深め,効果的に攻めたり,守 つたりするこ

とができるように促していつた。その際,互 いの考えを尊重しながら話し合わせること

で,協力してチームの課題を解決しようとする意欲を引き出していつた。

本単元では 4人 グループが 2チ ーム, 3人グループが 1チームでチームを構成した。

タグラグビーに触れるのが初めての児童ではあるが, これまでの運動経験や運動能力.

ポール操作の技能等を考慮しながら,運動が得意な児童と積極的にポールに関われない
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児童の配置を考慮したり,話 し合い活動の中で中心となる児童や建設的な意見が出せる
児童の配置を考えたりしながら,チームカのパランスを保ち,進んで学び会える環境づ
くりを行った。さらにゲームの中ではプレーする人数を少なくすることで,全員がポー
ルに関わることができるような状況をつくり出し,ボール運動の得意・不得意に関係な
く,個 々の学習意欲を高めることができると考えた。

本時では,前時の反省をもとに行う作戦会議とゲームの反省の 2回 ,チームでの話し
合いの場を設定した。その際,話 し合いの観点を明薔に提示することで,進んで自分の
考えを発書することができ,学び合える環境となり,個 々の学習意欲を高めることがで
きると考えた。

単元の 目標

【口心・意欲・態度】

・友達と協力しながら,練習やゲームを楽しもうとする。

【思考・判断】

・ テームの作戦を考えたり,その達成に必要な練習を工夫したりすることができる。

【技能】

・ 正確にバスを出したり,的確な位置でバスを受けたりして攻めたり,相手のタグを
取つて守ったりすることができる。

【1時口目】

■ タグラグビーにトライしよう !

◎タグラグビーのルールを確認 して ,

―ムをする。

観点 1「口椰 した技能を活

用する学口過程の工夫 J

最口事項 (投 げる,捕 る技

能)を 生か した学■暉日の

設定により菫欲化を目った。

観点 3「 グルービングの工夫J

運動技能や経験 .Eし 合 い

活動で 中心 とな る児童の配 E

を工夫 し,学 び合える■壇 づ

くりを行った。

簡単なルールでゲ

つ
　
か

む ☆ ICrを 活用 し,実際のグームの様子を観 させ ることで
児童にタグラグピーのイメー ジをもたせ る。

【口・意

友達 と

タグラグ

とする。

・ 態】

協力 しなが ら ,

ビー を楽 しも う

(観察 )

4指 導計■
学習活動 (◎児童の様子・ ☆支援 ) 【評価規準】と視点

ルールが

日単なポー

ル遍勁だか

ら,できそ
うだね !

タグを取
ればよいか

ら,しっぼ
取りおにみ

たいだ !

どうした
ら点数がた
くさん取れ
るだろう?
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身

に

付

け

る

生

か

す

【2, 3, 4時間目】

澤■ バスやランを身に付けてゴールを目指そう !

◎ ドリルゲームでは,パ スの出 し方やパスの受け方を身

に付けるための練習を行 う。 (再習得 )

◎タスクゲームでは,チ ームでパスをつなぐための動き

方や攻め方を身に付けるための練習を行 う。 (活用 )

☆習得 した個々の技能を,ゲームの中で活用させる。

狙つたところに

ノくスを出したり,

速いパスを上手に

受けたりすること

ができたね !

全員が動きなが

ら,正■にバスを
つなぐためには,

フォーメーション

が重要だね !

ポールをもつ

た人の近くに行

つて,パスを受
けることができ

たよ !

ノくスを受けるの

が難しかつたよ。

どうしたら上手に

ノくスを受けること

ができるのかな ?

視点 1「口3し た技能の活用 J

留得 した技能 を活用す るこ

とで .Ofた な技籠の口■を目

った。

【七々】

正確 にパ スを した り

受 けやす い位 置に移動

てパ スを受 けた りして

―ル を 目指す ことがで

る。 (観察 )

◎確かめのグームを行い,チーム毎に個々の技能の習得

状況やチームとしての攻め方等について話 し合 う。

し

ゴ

き

し合い を

の作戦 を

【5時間目】

■■  バスを回して相手ゴールを目指すために,攻 め方を

工夫しよう。

ポールをもつ

ている人がバス

を出しやすい位

日にいることが

大切だね !

習得 した技能 をもとに,攻 め方を工夫 し

しむ。

ん取るためには , どんな作戦が必要か話

ドリルゲームの

円形バス回しを,

ラインパス回しに

変えて練口してみ

よう !

【思・ 判】

ゲームの反省をもとに ,

チームの作戦について考

えることができる。

(学習シー ト・観察 )

観点 :「ゲームでの技能の活用J

習得 した技能をゲームで

活用することで■■解決的

な学習展開の工夫を目つた。

視点 2「指示の言語化」

ゲームにおいて,自 分の考

えや指示を言日化すること

で表現力の青成を図つた。

観点 3「 交漁の観点の明籠化 J

話 し合いの観点を明● にし ,

遺 んで 発 言 させ る ことで個 々

の 学 ヨ菫 欲 を高 め る工 夫を行

った。

【思・断】

チー ムでの話

通 して ,チ ー ム

◎前時までに ,

てゲームを楽

◎点数をた くさ

し合 う。

タスクゲーム

の3対 1を して

サポートの線ヨ

をしてみよう !

び,チ ーム毎に練習に取 り組む。

☆これまでに経験 した練習方法を掲示 し,選択できるよ

視点 2「朦目の言日化」

確 かめのグ ーム における

課題 を言語化することで ,思

考 力 や 表 現 力 の 育 成 を 国

った。

素速くバスを回

すには,ボールを
もつていない人の

動きが大切だね !

外側から攻める

ために,ポールを
もつていない人の

走り方を練口しよ

う !

ポールをもつたら
コートの蟷から鮨ま

で,ラインを作るこ
とにしよう !

真ん中から攻め

ないで,コートの
91・●から攻めるよ

うにしよう !

ポールをもつ

た人の後ろに必

ず2人以上サポ
ートにつこう !

◎チームで考えた作戦を成功させるための練習方法を選

うにさせる。
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☆チームの課題に適 した作戦を立てた り,課題を解決す

るための練習方法を選択 した りできるよう支援する。

◎確かめのグームの中で習得 した技能やチームで立てた

作戦を活用 しなが ら,ゲームを楽 しむ。
◎ゲームか ら出された反省をもとに,次時の課題を確調
する。

☆攻め方の工夫か ら守 り方の工夫へ,児童が思考をつな
げられるように支援する。

考えた り,練習方法を考

えた りすることができる。

(学習シー ト・観察 )

【技】

ゲームの中で正確 にパ

スを した り,受 けやすい

位 置に移動 してパスを受

けた りして ゴール を 目指

すことができる。 (観察 )

【口・意 。態】

友達 と協力 して作戦 を

立てた り,練 習に取 り組
んだりする。 (観察 )

相手ポールにな
つたときの守り方
や働き方を考えて

みよう !

【6時間目】

ヽ
て 、

◎前時のゲームで出された反省をもとに,組織的な守 り
方を工夫 してゲームを楽 しむ。

◎点数を取 られないためには,どんな作戦が必要か話 し
合 う。

みんなでポール

をもつた人に向か

うのではなく,コ
ート内のパランス

を考えて守ろう !

守るときもラ
インを用さ二
ポールをもつた
人を目んでタグ
を取ろう !

相手ポールにな

つたときは,まず
1番近い人がポー

ルをもつた人の前
に立とう !

【思・判】

チームとして,効果的
な守 り方を考えた り,練
習方法を考えた りするこ

とができる。

【技】

ま

と

め

る

◎チームで考えた作戦を成功 させるための練習方法を考

え,チーム毎に練習に取 り組む。

たこれまでに経験 した練習やグームの中の動き(守 り方 )

を参考にさせ,チームとして効果的な棟習方法を考え
させる。

【7時間目】

1ル

_画 面 蕩 菱

¬

)チームで工夫 した攻め方や守 り方を生か して,ゲーム
を楽 しむ。

キこれまでの学習を生か し,チームの作戦を実行 しなが
ら攻めた り,守 つたりできるように促す。
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5 本 時 の 実 際
(1)本時の日輌
・友達と協力しながら作戦を考えたり,練習に取り組んだりする。 (関 ・意・態 )
。ゲームの反省を生かしてチームに応した作戦を考え,達成するために練習を工夫し

ようとする。 (思考・判断 )

見

通

す

５

分

用具の準備 (タ グベル ト,タ グの装着 )

補助運動 (タ グ取 り鬼 )

・ 前の時間のゲー ムは ど うだつたのかを振 り返 つた。

箭蒔万落I…
…………………………………

1
1。 どうした らたくさん点数が取れた

のかな ?    |
i   

‐  ´  ― ●―  ン  ー  ヽ ―  ―   ″  ヽ ‐  レ‐ ― ~      ~            |

:・ チームでバスをつな ぐためには , どんな動 きが必 :

t.I二■■1:■ 1_……………

く課題 >

バ スをい1し て相 手 ゴール を 日指 す た めに ,攻 め方

を Il夫 しよ う。

○ 前時 の グー ムの反省 を記入 した学習 シー 卜を持 ち寄

り,作戦会議 を行 つた。

○補助運動を通 して,主 運

動への準備 をさせた。

○学習 シー ト,掲 示物 をも

とに前時の活動 (ゲ ーム )

を想起 させた。

○各 グルー プにホ ワイ トボ

ー ドを用意 し,話 合い を

深 め る手立て と した。

☆反省 をもとにチームに応

した作戦を考え,練 習方

法 を I夫 しよ うとす る。

考

え

る

15

分

(2)本時の晨口 (5/7時 日 )

支援〇・評価☆の実際児童の活動

タグ取り鬼で,体も心も準備OK!

視点2 言■活口の充実
前時のゲームにおける個の課目を

もち寄り,作戦会饉を行つた。自分の

考えを言田化することで思考力や表

現力の育成を国つた。

タグを取られた人の後ろに,サポ
ートする人がいるとポールをつなげ

ることができるよ !

パスがうまくつながつたら

ゴールすることができた !

もとになる●人
☆パス (ポールを織

"曝

ヤ

☆パスを受ける●書

-21-
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確

か

め

る

15

分

○チーム毎に課題 を確認 した後,課題を解決す るため
の練習方法について話 し合った。

Oチーム毎に選択 した練習方法で練習を行った。

O確 かめのゲームを行 った。
(4分 グーム x3試 合 )

O7- t^EI:4- aag€ t t t:"

○掲示物を活用 して,こ れ

までに取 り組んできた練

習方法を想起 させた。

○チームで立てた作戦は効

果的であったか どぅかに

ついて話 し合わせた。

振

り

返

る

10

分

ボールを持つている人の後
ろにサポートに行くために,
トップバスの構習をしよう !

視点3 交流の視点の日
確化

効果的な作戦会鷹にで

きるよう。話合いの観点
を明確に提示した。正確に′くスを回すことが

できるように,3対1パスの
線口があ晏だ :

☆進んで練習方法を考えた

り,練 習に取 り組んだ り
しよ うとす る。 (関・ 意

・態 )

○体育館 を 3つ に分け ,各
グループが 自由に練習で

きるように した。
「トップ′くス」

ポールを持つている人の

後ろにつく練ロ

「3対 1′ Cス」
パスをカットされないよう
に,正確にバスを回す練ロ

視点1 ゲームでの技能
の活用

すでに身に付けた技能
をゲームの中で活用する
ことで,より確かな技能の
習得を回つた。

○ゲームの中でパスがっな

がつた場面や初 トライの

場面では,よ かった動き
を取 り上げ,全体で紹介
した。

はい、こっちこっち
横にいるよ !

ボールを持ったら前へ !

タグを取られたらパスだ !

視点3 交流の視点の目確化
自らの活動を振り返り,効
果的なゲームの反省にするた
めに,交流の観点を具体的に
提示した。

作戦通りにはいかなかったけれど,前回よリ
もうまくパスを回して初 トライができたね !
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○各チーム

で本時の

の代表が話 し合 つた内容 を発表 して ,全 体

まとめをした。

僕たちのチームの作戦

は,「ひし形作戦」で,
3対 1パスの練習をしま
した。ゲームでは,作戦
おかげで,パスが回つ
たし,初 トライが出たの
でよかつたです。

○各チームの作戦 ,練 習方

法 ,ゲームでの反省 を発

表 して全体に広めてい く

ことで ,さ らに思考を深

めさせた。

oxsd)+Eh*tfiE Lt.

i m+t=EltBBfttJt\&rl:, +t)fi*'-
i* t(ale i !

trrrrrrrrrrrrr
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6 成 果 と課 題
(1)学■過程の工夫
～習得 した知識・技能の活用を中心 とした。課題解決のための授業展開～

〔成果〕

・ これまでのポール運動や前時までの練習で習得 した技能 (ボ ールを投げる,受 ける)

をもとに練習や試合を行 うことで,ス ムーズに練習に取 り組み ,チ ームとして個人
技能 を生か しなが らゲームを進 めることがで き

ていた。 また ,ポ ール操作が簡単な運動特性 を
生か し,児 童は 「ゴール を 目指す ためには ど う
した らよいか」 とい う課題 を解決す るために ,

集中 しなが ら取 り組む ことができていた。

1単位時間において,「 作戦→練習→ゲーム→反

省」の流れを大切に し,単 元を進めたことで,児 童は見通 しを もちなが ら活動す る
しなが ら学習す ることがことができた。チームで出 された反省を次時の活動に生か

できていた。

〔課題〕

・ チームで立てた作戦を達成す るための方法を選

択 して練習 を したが ,こ れ までに提示 した練習
方法のパ リエー シ ョンの少な さゃ何 を改善す る

ための練習であるか とい う教師側のお さえが弱

かつたためチームの作戦 と練習内容 とのつなが

りが乏 しかった。

(2)言 ■活動の充実
～言語化することによ り思考力・判断力・ 表現力を高める活動の工夫～

〔成果〕

・ 毎時間 ,学 習カー ドに 「活動の反省」 と 「次時に
々の思考を整理 させたことで,チ ームの課題や課
よいかについて話 し合った際 ,進 んで発言 した り
る姿が見 られた。

・ チームで作戦会議を行 う際 ,話 し合いの観点を明
確に提示すること,ホ ワィ トボー ドを活用するこ
とで ,そ れぞれの考えをわか りやす く伝 えること
ができ,そ の後の練習やゲームの中で 「話 し合っ
た成果を生かそ う」 とする意欲化を図ることがで

きた。

がんばることJを 記入 させ ,個
題 を解決するためにはどうした ら

, 自分の考えを的確に話 した りす

単元序盤で取り組んできた
練習方法例の掲示
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〔鳳■〕

。ゲームや練習の中で,チ ームの仲間に 「こうして

ほ しい」 とい う自分の考えを伝 える声が少なかつ

た。ボール運動では,特 にグームの中でのコミュ

ニケーションが大切であ り,コ ミュニケーシ ョン

はチームのパフォーマンスに大きな影書を与える

ことか ら,よ り具体的にどんな動きが必要である

か,仲 間にどうしてほ しいのかを互いに伝 え合 う

ことが求められ る。声をかけることが少なかつた原因 として,ゲームの次の展開を

読む ことができなかつたこと (次 にポールは どこに行 くのか ),こ れまでの練習の

中で互いに声を掛け合つていなかつたこと等が挙げ られ る。

(3)学 口菫歓を■める工夫

～学び合い 。伝え合いの場の工夫によるアプローチか ら～

〔成果〕

。「全員が トライをす る」 とい う目標があ り,各 チームで協力 して活動することが前

提だつたため,各チーム共に話 し合いの場面では,ス ムーズな意見交流ができてい

た。また,練習の場面では,運動が得意な子が中心 とな り,「 こんな練習方法がい

いよ !J「 こつちに動いた方がいいよ !」 とい う

ような学び合いの姿が見られた。

(屎■〕

。作ut会 議の場面では,運動が得意な子が中心 とな

って話 し合いが進み,運動が苦手な子の意見がな

かなか採用 されない面があつた。運動の得意・ 不

得意はチームの課題 とは関係無 く,様 々な子の意

見が作戦に反映される手立てが必要であつた。

【第3時】
いろいろな繊ロ

に挑戦した.ト ッ
プパスはポールを

持つている人につ

いて行くのがおも

しろかつた。もつ

とパスをつなけて

みたい。 (男子)

【第1"】   ‖【第2■】
初めてタグラ‖ 今日は前回より
グビーをやつて‖たくさんポールに

みて.なかなか‖さわることができ
難しかつたけれ‖た。パスも通すこ
ど,次の時間は‖とができたので
トライをしてみ‖しかつた。次は
たい。 (男子)‖―ムで攻め方を

えたい。 (女子 )

【第5時】
他の学校の先生

がたくさんいて緊

張したけど.作戦
を実行することが

できたし,Aさん
が初 トライできた

ことがよかつた。

(男子)

【第4膊】
今日のゲームで

初めてトライする

ことができてうれ

しかった。チーム

でいろいろな攻め

方を覚えたので.

次の時間はトライ

できるように工夫

したい. く男子)
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『定着と活用に焦点化した■■の国 による事目HO真 ■
～習得した技能を総合的に活用し, 日常現実社会とつなげる学習展開～

(中学 1年  数学科 単元名「4章 比例と反比例」 全 19時間)
選別町立遺鵬中学校 欄 田 異

1 は じめ に
(1)子 どもの実饉
本学級の生徒は,明 るく活発で授業にも真剣に取 り組み,学習規律が身に付いている。
教師からの発岡への反応も良く,積極的に発言できる雰囲気もある。問題にも意欲的に
取り組み,基本的・基礎的な技能や知識を身に付けようと努力する生徒が大半である。
一方で,数学に苦手意識をもつ生徒や全体で質問や発言することを恥ずかしがる生徒も
おり,多 くの生徒が取 り組めるような問題提示の工夫や個別での声かけも必要である。

【レディネステス トの考察】

事前に小学校での学習事項の定着状況を把握 した。

1.知識・理解 … 2間 中 平均 0.8点
(39%)

2.表現・処理 … 3間 中 平均 1 5点

(50%)
3.見方・考え方… 2間中 平均 1.3点

(71%)

全体的に正答率が低く,特 に知識 。理
解,表現・処理の観点で学習事項の定着
に大きな課題が見られた。

知識 。理解の観点では,「比例の意味を正しく説明しているものを選択 したり,比例
の関係にあるものを表から適切に選択したりすること」に課題があることがつかめた。
特に,比例の意味を「一方が増えると,も う一方が増える。」と捉えている生徒が多い。
表現・処理の観点では,「グラフが 0を 通る直線であること」ゃ「表から比例の関係
にある 2つ の数量を言葉の式で表すこと」の理解に課題があることがつかめた。
見方・考え方の観点は,上記の 2観点に比べると正答率が高く,表から比例の関係を
見い出し,比例の関係を利用して問題を解決することを得意とする生徒が多い。 しかし,
比例の関係は他の問題の解答には活かされていない。こうした傾向を踏まえ,単元の導
入時に小学校での学習事項を振り返る内容を取り入れ,小学校での学習事項を確認した
り,利用したりしながら,新たな内容を学習していく展開を考えた。さらに。比例の学
習では,比例の意味やグラフの特徴,表から式への表し方などを振り返る時間を毎時間
設け,何度も既習事項を確認する機会とすることとした。

“
喘
疇
喘
‘
喘
‘
読
“
“
“
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(2)単元について
小学校では,第 4学年から第 6学年にかけて, ともなって変わる 2つ の数量について ,

その関係を表 したリロベたり, また,比例の意味について理解 し,簡単な場合について

表やグラフでその特徴を目べたりする学習を通して,関数についての基本的な見方や考

え方ができる学習活動を行つてきている。特に反比例の関係や数量を表す言葉や口,△

などの代わ りに,o,xな どの文字を用いて式に表 した り,文字に数を当てはめてロベ

たりする学習活動も行つてきている。

中学校第 1学年では,小学校の学習の上に立って,具体的な事象の中にある 2つ の数

量の変化や対応を目べることを通して,数量の関係の基本的なモデルである比例,反比

例について学習する。 この場合,変城が負の数にまで広がることが小学校との違いであ

る。

比例.反比例の関係を見い出し,表現 し,そ れを考察する能力を伸ばすためには,表

・式・グラフでの表し方を一体として理解できることが大切である。特に,変数x,y

の関係を明薇にし,数量の関係を式に表した り,式の意味を読みとったり,式 と表やグ

ラフとの関係,それらのもつ特徴を調べたりすることを通して,比例の関係を式に表す

ことの良さについて理解を深めるようにしていく。式の求め方やグラフの表し方を教え

込むのではなく,数学的活動を積極的に取 り入れ, 日常の具体的な事象を考察する際に ,

表・式・グラフを用いて,それらの特徴を探つていこうとする姿勢の育成を大切にして

いきたい。また比例,反比例の見方や考え方を活用していこうという態度の育成も含め

た授業展開を目指 していきたい。

研 究 の観 点

(1)学口過程の工夫について

～習得 した知畿・ 技能の活用を中心とした,課題解決のための授業展開～

数学科における「活用」を「① 日常的な事象を数学化 し,②既習事項を利用して問題

を解決し,③学習内容と日常現実社会とのつながりに気づくこと。」と定義した。

また,本単元で身につける基礎的 。基本的知識・技能を「2つ の数量の関係を表 。式

グラフに表し,比例・反比例の関係を見い出すこと」 「比例・反比例の特徴を表・式・

グラフを一体として考察 し,理解すること」の 2つ と考え,表・式・ グラフに表すこと

に重点を置き,繰 り返し学習する機会を多く設定した。また単元の最後には,身の回り

にある■材を取り上げ,比例 。反比例が日常の中にもあることを実感させ,比例・反比

例の関係を利用して考えることの有用性に気づかせる問題を設定 した。

本時では,ベ ットポ トルキャップを題材として扱い,子 ども 1人分の命がキャップ何

個分で敦えるかを予想させたり,キ ャップの重さを実際に量つたりすることで問題へ興

味・関心を引きつけていつた。また個々のキャップの菫さが等しいという仮定のもと,

キャップの個数と重さが比例 していることを確認し,表・式・ グラフを用いて,全体の

重さを求めることで実際には数えることが難しい数量も一部分の数量から,比例の関係

を使つて求められることに気づかせた。
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(2)言■活口の充実について
～言語化することにより思考力・判断力 。表現力を高める活動の工夫～

言語化することで自分の考えを明確にできるという点で,話 し手も聞き手も学習内容
への理解をさらに深めることができると考えた。思考力・判断力・表現力の向上のため

に,「自分がどんな考えで答えを出したのか」や 「相手がどんな考えで式を考えたのか」
を考える問題を設定した。また,グループを中心に自分の考えを説明したり相手の考え
を聞いたりする場面を多く設定した。具体的な数を代入したり.表 を作成させたりする
ことなどで,比例 。反比例の関係を振 り返 り,問題解決にどんな比例 。反比例の関係を
利用 したかを根拠をもって説明できるよう支援してきた。

本時では,表・ 式・グラフを用いて,課題を解決し,ペ アやグループでその方法を説
明する言饉活動を行った。

(3)学口菫歌を目める工夫について
～学び合い 。伝え合いの場の工夫によるアプローチから～

学級の実態から, 3～ 4人 のグループでの交流が互いの意見を聞きながら,活発な意
見交流ができると考え,単元を通 して,小交流を行わせてきた。また司会者,記録者 ,
発表者を綸番とすることで,生徒一人一人が主体的に話し合いに参加できるようにした。
ペアでは,苦手意識をもっている生徒も粘 り強く考えたり,自 分なりに解決しようとし
たりすることができ,グループでは,表・式・ グラフなど比例の関係を使った様々な解
法を交流 し合うことができると考えた。そこで,自 力解決後に,ベア交流→班交流とグ
ループの形態を変えながら,学習を進めてきた。
本時でも,比例の関係からキャップ全体の重さを求める方法をペアで説明し合わせ ,
グループで様々な方法での求め方を交流することで,比例への理解を深めていった。

3 単元の 目標
具体的日●

【数学への日心・意欲・態度】

・具体的な事象の中にある 2つ の数量に関心をもち,それらの変化や対応を調べよう
とする。問題の解決場面では比例,反比例の見方や考え方を活用しようとする。
【数学的な見方や考え方】
。比例,反比例の関係を表,式,グ ラフで考察したり,比例。反比例の考えを活用し
て,問題を解決する方法を考えたりすることができる。

【数学的な表現・処理】

・比例,反比例の関係を表,式,グ ラフで表し,その特徴を調べることができる。
【数量,図形などへの知識・理解】
・比例,反比例,座標,関数の意味を理解することができる。
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4 指導計■
学習活動 (◎ 生徒の様子・☆支援 ) 【評価規準】と視点

【1時限目】

次の①②で 2つ の数量が比例しているのはどれ ?

①菫りの個数とばねの長さ

②水を入れる時口と水面の高さ

個数 (個 )

長 さ (cln)

時間 (分 )

高さ (cal)

章

の

導

入

１

課■ 比例の特徴を復ヨしよう。

◎小学校で学習した比例の特徴を考える。

◎①②で比例しているのがどれかを考える。

◎②が 2つ の数量が比例 していることを確認する。

また小学校で学習した比例の特徴も再確認する。

同■ 袋の中に入つているくぎは一体 ,何本ある ?

◎直感で予想する。

◎何がわかれば袋の中のくぎの本数が調べられるか

考える。

◎比例関係にある 2つ の数量を考え

(☆ 袋の中のくぎの本数に関係 ある

☆袋の重 さを量つてみせる。 またく

伝える。

◎袋の中の くぎの本数を求める。

◎本数を求めるための式を板 書 し,

方で式を作つたかを考える。

視点 1

小学校で習得 した知臓を活

用する問題設定の工夫 .

【関・意・態】

2つ の数量の関係に関心を

もち, くぎの本数を求めよ

うとする。

(行動観察・発言 )

視点 2

どんな考え方で式を作つた

かを考え,言語化。

【見・ 考】

比例関係 を見いだ し,針金
の長 さを求める方法を考え

る事ができる。

(ノ ー ト・ 発言 )

る。

ものを探 させる)

ぎ数本の重さを

どの よ うな考え

東になつた針金があ り,こ の針金の菫さは 60g

です。これと目じ針金 3mの ■さは 108で す o

東になった針金の長さは何 m?

◎ 自力解決 し,求 め方を発表す る。

・比例の特徴を確口することができた .

・比例の考え方を使 つて,日目を解決できた。
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比

例

の

式

３

【2時限目】

課■ 比例の式の形を見つけよう。

口■ 次の0～0で 2つの数量が比例しているのはどれ?
① l本 140円のジュースを日本か買つたときの本歓と代金

② 5● の高さに水が入つている水そうに1分口に2● ずつ

水を入れるときの時日と水■の高さ

③正方形の 1辺の長さと面積

④ 20bの 道のりを■0ときの速さと時ロ
③ 10本の菫さが358の くぜの本数と口さ

◎自力解決後,グループで説明 し合 う。
◎表を作成 し,表 を基に比例か どうかを判断する。
☆一方の値がすでに書き込まれている表を提示する。

◎ 2つ の数量の関係を言葉の式で表 し,一方を x,

もう一方をッとして,夕 を xの 式で表す。

◎比例の定義 と比例定数,変数 ,定数の意味を知る。

壼歓 xと ソの日係が y=axくこは定数)と いう式で

表されるとき,ソ は xに比例するという。

【口・意・態】

・ 2つ の数量の関係に関心を

もち,比例についてロベよ

うとする。

(行動観察 。発言 )

視点 3

自分の意見を説明 し合 う場

の設定。

【知・理】

。比例の定義や変数,定数の

意味を理解 している。

〈ノー ト・発言 )

【3時限目】

暉■ 壼崚つて何 ?

ロロ 高さ 24 onの水そうに 1分 間に 3 cnず つ
水を入れていく。水を x分入れたときの水面
の高さを メ疇 として,次 の問いに答えなさい。

(1)ソ を xの 式で表 しなさい。

(2)水 を入れてから 4分後の水面の高さは何
"?

(3)水を入れてから 9分後の水日の高さは何 cn?

◎ (1)に 取 り組む。 ☆表を作つて考えさせる。
◎表や言葉の式か ら,ッ を xの 式で表す。

◎ (2),(3)に 取 り組む。
◎変域の意味を知 り,問題の■の変域 とッの変域を
確8Bす る。数直線での変城の表 し方を知る。

Xの変域が負の歓のときも比例になる ?
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【表・処】

。表を作成 し,表や言葉の式
からッを ,の 式で表すこと

ができる。(ノ ー ト・発言 )



座

標

１

東へ分遠 60mで 歩き,今学校 に着いた。学校を

通過 してから x分後に東ヘ ソmの地点にいる。

xと ッの日係を表や式で表 し,ソ が xに比例 してい

るか■べよう。

◎ェの変城が負の数の場合も含めて表を作り,表や

式から比例かどうかを判断する。

xの変崚が負の数のときも比例は成 り立つ。

【4時 限目】

■ ソを xの 式で表す方法を考えよう。

岡■  6本 で 243の くぎがある。このくぎ X本

の■さを ソ gと したとき,次の日いに答えな

さ い 。

(1)ン を xの式で表しなさい。

(2)く ぎ 20本のときの■さは何 g?

(3)● さが 528の ときのくぎの本数は ?

◎ (1)に 取 り組み ,解答後 (2)(3)に 取 り組む。

☆ y= αxの 式を用いた解き方を取 り上げる。

ンは Xに比例 し,X=-2の とき ソ=6で ある。

このとき,次の問いに答えなさい。

(1)ソ を xの式で表 しなさい。

(2)x=5の ときの ソの値を求めなさい。

(3)y=-27の ときの xの値を求めなさい。

☆くぎのときの求め方と対比させながら,解かせる。

◎ (1)に 取り組み,解答後 (2)(3)に 取 り組む。

ソ=axの 式か ら ソを xの式で豪すことができた。

【5時限目】

■ロ  グラフをか くために,点 の位置の表 し方を
知ろう。

【見・考】

観点 2

比例か どうかを判断 した理

由を言語化。

χの変城が負の数の ときも

比例が成 り立つ理由を考え

る事ができる。

(ノ ー ト・発言 )

【知・理】

・比例の式の形や式の表 し方

を理解 している。

(ノ ー ト・発言 )

視点 1

先の問題での考え方 と対比

しなが ら解 くことができる

間■設定の工夫。

【表・処】

・ッを ,の 式で表 し,や ッの

値を求めることができる。

(ノ ー ト・ 発言 )

【口・意・態】
・位置の表 し方に興味をもち

位置を伝える方法を考えよ

うとする。

(行動観察・発言 )
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比

例

の

グ

フ

フ

3

岡■  Aさ んの教
=で
の座席の位置をいろいろな

方法で伝えよう.

◎基準を設定 し,基準か らの距離や方角な どを使い
Aさ んの位置を伝える方法を考える。

◎ グループで位置の伝 え方を交流 し,よ り伝わ りや
すい方法を考える。

◎ 日常の中で, 2つ の要素を用いて位置を表 してい
る場面を探す。

◎座標やグラフに関わる言葉の意味を知る。
◎座標を使って,平面上に点の位置を表す。
◎座標絵や座標グームで練習する。

座標を使って,点の位置を表すことができた。

【表・処】

・座標平面上の点をよんだ り
座標平面上に点をとった り

することができる。

視点 2

位置の伝え方を言語化。

視点 3

説明 し合い,伝わ りやすい
方法を考える場の設定。

(ノ ー ト・ 発 言 )

【6時限目】

暉■ 座標を使って,比例のグラフをかこう。

問E Aさ んの書いた ソ=2■ のグラフは正 しい ?

◎予想 し,グループで理由を発表 し合 う。
◎表を作 りながら,ノ =2xの グラフをかく。
☆ェの値を 1お きにとった表を作成 させ,0 5お き
にとった表を作成 させる。

景÷響膜野
ヱ2■黎二社_整堕_■ _生P,_

■■ 豪を使わずに,式 から比例のグラフをかこ
う.

◎点 P(1点 )を 通る直線をかく。
◎点 Pと 点Q(2点 )を通る直線をか く。
◎比例のグラフをか くためには最低何個の点が必要

かを考える。

口■ ソ=3xの グラフを表を使わずにかこう。

【関・意・態】
・ グラフのかき方に興味をも

iち詈半:r｀どうかを考え
(行動観察 。発言 )

【見・考】

・ グラフのかき方が正 しくな

い理由やグラフの特徴を考

えることができる。(発言 )

視点 1

先の同■で習得 した考え方
を活用する間層設定の工夫

【表・処】
2点 か らグラフをかくこと
ができる。(ノ ー ト・ 発言 )

◎どうすれば表を使わずにグラ

◎原点ともう一つの点からグラ

フをかけるか考える。

フをかく。

ソ=~:Xの グラフをかこう。
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反

比

例

の

式

2

☆原点以外の点を見つけられない生徒には表を作 ら

せる。

◎原点 ともう 1つ の点を見つけ,グ ラフをかく。

◎比例定数が分数の場合の点の見つけ方を確認する。

を作 らなくても,原点ともう 1つ の点を見つけ ,

2点 を通る直線をひきグラフをかくことができる .

【8時限目】

■ロ グラフから比例の式を求めよう。

◎前時で学習 した 2点 か らグラフをか く方法を復習

する。

間■ 次の①,②のグラフの直線の式を求めなさ
い 。

OJHAUtI.l:iii= ( t.'6,f,,4 H-$, y = o x o*.rt'
ら直線の式を求めればよいことに気づ く。

◎原点以外の点 とッ=axの 式から直線の式を導き出

す方法をグループで考える。直線の式も求める。

☆通過点の ェ座標 ,ッ 座標 を明確に し,そ れぞれの

値を y=α Xに代入 して計算する方法を確認する。

【9時限目】
1節のまとめと練習

【10時限目】

澤■ 反比例の特徴を考えよう。

口■① 面積が 1 8 cntの長方形をたくさんかこ
う。

【知 。理】

・ 2点 をとつて,グ ラフをか

く方法を理解 している。

(ノ ー ト・ 発言 )

視点 1

先の問題で習得 した考え方

を活用する問題設定の工夫

【表・処】

視点 3

式の求め方を説明し合 う学

び合いの場の設定 .

。比例のグラフか ら式を求め

ることができる。

(ノ ー ト・ 発言 )

視点 1

小学校で習得 した知臓を活

用する問題設定の工夫 .

【口 。意・態】

・長方形をたくさんかこうと

する。(行動観察・ ノー ト)

◎縦 と横 の長 さ

☆ (縦 の長 さ )

2組の数 (1

に関する表を作 り,

X(横 の長 さ)=1
と 18な ど)を 例示

長方形をかく。

8と なるような

して探 させる。

同■② 口りの長さが 18mの 長方形をたくさん
かこう。
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◎縦 と横の長 さに関する表を作 り,長方形をかく。

☆縦 l cIIl,横 8mの 長方形を 1つ例示 して,周 りの
長さが 1 8 crnに なるとい うことは 〈縦)+(横 )

がどうなればよいか考えさせる。

◎① と②の表の違いを考え,ど ちらが反比例かを考
える。

☆小学校での反比例の学習を思い出せなが ら,反 比

例の特徴を確認する。

◎① と②で縦の長 さを
“
m,横 の長さをメmと して ,

xと ッの関係を式に表す。

◎反比例の式 と特徴をまとめる。

a
歓 xと ッの日係が ,=(aは T定 数)と いう式
で表されるとき,ソ は xに反比例するという。

【知・理】

。反比例の定義や比例定数の

意味を理解 している。

(ノ ー ト・ 発言 )

【11時限目】

■ ソを xの式で表す方法を考えよう。

日■ 次の①～③で 2つの数量が反比例しているのは
どれ ?

① 120oのひもをx●分すると, 1本の長さはyc口 になる。
② 24bの道のりを毎時 xhの速さで遺0と きにかかる時ロ
をソ時口とする。

百●3● :の三角形の鷹辺を xc● ,高さをソ
“
とする。

◎表を作 り,表 の特徴や式から反比例を判断する。
◎グループで理由を説明し合 う。

ンは Xに反比例 し,x=3の とき y=-4で ある。
このとき,次の日いに答えなさい。
(1)ソ を xの 式で表 しなさい。

(2)x=-2の ときの ソの値を求めなさい。

◎代入や表を使って,解 く。

a
y=xの 式への代入や表か ら,ソ を xの 式で表
ことができた。

【見・考】

・表から反比例かどうかを判

断することができる。

視点 2

反比例 と考えた理由の言語

化 。

観点 3

理由を交流する学び合いの

場の設定。

【表・処】
。ノを ,の 式で表 しxや ッの

値を求めることができる。

(ノ ー ト・ 発言 )

-34-



反

比

例

の

グ

ラ

フ

2

【12時限日】

課■ 反比例のグラフをかこう。

同■  Aさ んは下の表を
8

もとに,ソ =xの

グラフをかいた。

正 しい ?

1   2   4

8  4  2

◎予想 し,理 由を考える。

◎グループで理由を発表 し合 う。

◎表を作成 し,グ ラフをか く。

☆ xが負の数のときの表 とグラフもできることに

気づかせる。

◎グラフを見て,特徴を考え,ま とめる。

反比例 ソ= :の グラフは双由●と呼ばれ, 1組

(2本 )のなめらかな曲線である.また,a<0,
a>0の 場合でグラフのできる位置が壼わる。

【13時 限目】

課■ a<oの ときの反比例 y=■ のグラフをか
X

こう.

8
日 ■  ソ=― I のグラフをか

きなさい。

【関・意・態】

グラフのかき方に興味をも

ち,正 しいか どうかを考え
ようとする。

(行動観察 。発言 )

視点 2

考えた理由の言語化。

視点 3

理由を交流する学び合いの

場の設定。

【見・考】

・ グラフのかき方が正 しくな

い理 由や グラフの特徴を考

えることができる。(発 言 )

【表・処】

・表か ら反比例のグラフをか

いた り,グ ラフか ら反比例

の式を求めた りす ることが

できる。 (ノ ー ト・発言 )

【知・理】

・ 反比例のグラフのかき方や

グラフか ら反比例の式を求

める方法を理解 している。

(ノ ー ト・発言 )

◎表を作成 し,グ ラフ

☆前時の表を参考に ,

させる。

◎前時のッ
彙
）
一
χ

〓

をかく。

χが負の数の ときの表 も作成

の グラフ と比べ て ,違 いを調べ る。

反比例ソ= Tの グラフは,a<0か a>0かに
よってグラフのできる位置が変わる。

◎グラフから反比例の式を求める問題に取 り組む。

☆反比例の特徴を振 り返 り,通 過点か ら式を求め

せる。
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比

例

・

反

比

例

の

利

用

４

【14時 限目】
2節 のまとめと棟習

限目】

間■ ベットボトルキャップ800日 で 1人 分の
ポリオワクチンが買える。集まったペット
ボトルキャップで何人の子どもの命が救え
るだろうか。

◎直感で予想する。

◎個数を予想するために何がわかるとよいか考える。

◎比例関係にある 2つ の数量を考える。

■  比例の関係を使 って,集まったペ ッ トボ ト
ルキャップの数を求めよう.

【見・考】

比例の関係を使つて問題 を

解決する方法を考えている。

(ノ ー ト・発言 )

比例の関係 を使 つて問題 を

視点 2

比例の関係を言画化。

【田・ 意・態】

資料か ら比例 。反比例の関

係を見つけようとする。

(観察 。発言 )

嗜団

◎キャ

◎量っ

キャ

☆グラ

ヤ ツ

ップの数個分の重さを量る。

た結果か ら,比例の関係 を使 つて,集 まった
ップの数を求める。

フ用紙 を配布 し,グ ラフを書いて集 まったキ
プの数を調べさせる。

。 1個分の菫さをロベ,求める。
・衰から求める。 (グ ラフから求める )
。ソ=axの 式から求める。
・比の式から求める。

◎ペア・ グループで交流する。

◎求め方を発表し,ま とめる。
◎練習問題に取 り組む。

椰分の数量を目べ,比例の日係か らキャップが
2500日 であることを求められた。

【16時限目】

口■ ■されている比例・反比例を見つけよう。

☆ コンピニ弁 当についている品名や値段 ,カ ロ リー
などが書かれた資料を見せ,比例や反比例の関係
を探させる。

◎ レンジの電力と加熱時間が反比例 していることに

視点 3

ペアで学び合い。グルー

で練 り合い。

解決する方法を考えている。

(観 察・ ノー ト)
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気づ く。

◎ 表 ,式 ,グ ラフを使 つて ,反 比例 で あ る こ とを確
認す る。

暉■ 反比例の日係を使つて,同 ■を解 こう。

500wで 3分 , 1500wで 1分の表配があるとき ,
750wで はどのくらい澤めればよいか ?

◎反比例の関係を使い, 2分 であることを求める。

◎練習問題を解く。

視点 1

習得 した反比例関係の活用

【見・考】
。反比例の関係 を使つて問題

を解決する方法を考えてい

る。 (ノ ー ト・ 発言 )

【17時限日】

ロ グラフにEさ れている情報をたくさん発見
しよう。

同■ 右のグラフは ,
2人がマラソンを

している様子をグ

ラフにしたもので

ある◆グラフから

わかることをでき

るだけ多く挙げなさい。

◎速さや距離など,わかることを考える。

◎グループでできるだけたくさん挙げる。

10分後には, 2人は何m離れているだろうか ?

◎グラフを延長 した り,表 ,式 を求めた りすること

で, 2人 が 1,500m離れることを求める。

◎練習問題に取 り組む。

注 目する点を変えることで,グ ラフから様 々な情
報を得ることができた。

【関・意・態】

・ グラフからわかることをで

きるだけ多く見つけようと

する。 (ノ ー ト・ 発言 )

【見・考】

・ グラフや式か ら多くの情報

を見つけている。

(ノ ー ト・発言 )

視点 3

説 明 し合い,グ ループでよ
り深 い学びにしようとする

場の設定。

【表・処】

・表,式 ,グ ラフを適切に使

うことができている。

(ノ ー ト・発言 )

課■ 田餞つて何 ?

【18時限目】
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5 本時の実際
(1)本時の日椰
・ 比例の関係を使って問題を解決する方法を考えることができる。

同■ プラックボックスの中に何かを入れると,
日法をかけられ,壼 身して外に出てくる。
それぞれどんなものに変身するだろうか ?

☆実際に,プ ラックボ ックスを使いなが ら,ど んな
ものに変化するか予想 させる。

◎身の回 りにあるプラックボックスを探す。

プラックポックスの中に獣字を入れると,■法を
かけられ,出 てくる。それぞれどんな魔法がかけ
られているだろうか ?

◎規則を見いだ し,どんな魔法か考える。

長方形の日の長 さくx)を 入れると,面積 (ソ)が 出て
くる.x=10を 入れると,ソ はいくらになるだろ
うか ?

◎周 りの長 さが 1 0 clnの 長方形をかきながら調べる。

◎いろいろなノが出てくることがわかる。

◎関数の意味について学習する。

xの値を決めると,対応する ソの●がただ 1つ に
決まるとき,ソ は xの 口数であるという。

◎ 2つ の数量が関数の関係になっているかどうかを

判断する問題に取 り組む。

◎グループで交流 し,関数にならない理由を説明 し
合 う。

【19時 限目】
章のまとめと復習

。比例の関係を表,式,グ ラフに表すことができる。

プラックボ ックスに関心を

もち,予想 した り,身 の回
りにあるプラックボ ックス

を探そ うとしている。

(ノ ー ト・発言 )

【知 。理】

関数の意味を理解 してい

る。 (発言 )

視点 2

考えた理由の言語化。

視点 3

理由を交流する伝え合いの

場の設定 .

〈数学的な見方・考え方 )

(数学的な表現 。処理 )
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解

決

・

努

力

２５

分

(2)本時の晨田 (15/19)

キャ ップが入 つた袋

を見て ,直感で予想。

キャ ップの個数 と重 さに比例 の関係 があ る

ことを予想。

グルー プ ご とにキャ ップの個数 を決 めて ,

重 さを調べた。

キャ ップの個数が変わ る と,変 化

する数量が何かを考えさせた。

袋の重 さが 6,0008で あることを

確認。

グラフか らキャ

l10係 にあること

ップと個数 と重さが比例の

を確認。

自力解決。

ペアで互いの考えを交流。

生徒の活動 支援〇・評価☆の実際

○電子黒板を使い,穴埋め

で振 り返った。

○ポ スター を見せ なが ら,説 明。

前時までの活動の振 り返 り

。比例の特徴は何かな ?

・ ペ ッ トボ トルキャップ何個で 1人 の子 ども

の命が救えるか ,予想。

日■ ペツトボ トルキャップ8000で ポリオワクチンを買い, 1人の子どもの

命が救える.颯 まつたペットボ トルキヤップで何人の子どもの命が散える

だろうか。
視点 1 学習過程の工夫
身近なことを問題 にす ること

で学習意欲を高めた。

5個 で 12gに

な りそ うだ。

10個 で 24gに
なりそ うだ。

グラフ 上の点を結んだ線が 「原点を

通る直線」になつているので,個 数 と
重さが比例の関係にあ りますね。

■■ 比例の日係を使つて,集 まつたキヤツプの数を求めよう.

視 点 3 学 習 意 欲 を 高 め る交 流
の工夫

ペアで互いの考えを細か く確

認 し,グループで様 々な考え方
を練 り,確認 しあつた。
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グループで交流。

視点 2言 語活動の充実
説明す る とき ,比 例 の
関係 を使 った箇所 を伝 え

るよう確認 した。

12gの 5 0 0fgが
6000gだ か ら ,
5× 500=2500
よつ て 2500個

・y=● xの 式で″に 5,ノ
に 12を 代入す ると,J7=
2 4■ になる。

ノ =2 4■ の ノ に 6000
を代 入 す る と ,y=2500
が求 め られ る !

答え 集まつたキャップの数は約2.500日 である。
よつて,3人の子ども命が載える。 (ポ リオワクチンが買える)

一部分の数■をロペ,比例の日係からキャップが 2,500日 であることを
求められた。

深

化

10

分

米粒の数 と重 さが比例 していることと ,

3g分が 135粒 であることを確認。
式生在二∠ ラフを用いて米粒の数 を求めた。

解答。

☆比例の関係 を使 って ,問 題 を解決
す る方法を考えている。 (見・考 )

○ グラフか ら重さを求めさせる。

☆比例の関係 を表 ,式 ,グ ラフに表
す ことができる。 (表・処 )

米 1含 (150g)は 米何粒だろうか。

視点 1習 得 した比例関係の活用
個数 と重 さにある比例の関
を使って問題を解かせた。

答え 米 1含 (1509)は 米 6,750粒 である。

。本時の振 り返 り

振 り返 リシー トに今 日の理解度 をチ ェ ック

し,気 づいた ことをま とめた。

次時では ,身 近にある反比例の関
係 を考えてい くことを伝えた。

☆比例の関係 を使つて,問 題を解決

する方法を考えている。 (見・考 )

○ グラフから求めさせた。

○式・ 表・ グラフか ら比例の関係 を

確認 した。

5個で 12gか ら
1個 2.4gに
なる。

6000÷ 24
=2500
よつて 2500
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6 成果 と課題
(1)学■過程の工夫について

～習得した知識・技能の活用を中心とした,課題解決のための授業展開～

〔成果〕
。身近にあるペットボ トルキャップを教材として用い

たことで生徒の意欲を高めるとともに,比例が 日常
の中にもあることを実感させることができた。

・ある事象が比例するかどうかを,そ の一部の数量に

ついて実験によって確かめ,そ れをもとに全体量を

求める課題に活用するという学習過程は,生徒に比

例の関係を使つて課題を解決することができる

という実感を伴つた理解につながつた。

(課題〕

・習得 した知識・技能を活用する場面や方法があまり

明確ではなかったために,比例の関係をどのように

活用 したかが曖味になって しまった。

(2)言 語活働の充実について

～言語化することによ り思考力・ 判断力・ 表現力を高め

〔成果〕

・問題把握,意 見交流など様々な場面で多様な言語活

動を取 り入れたことは,深 く考えた り,表現を広げ

たりすることに有効だつた。

・ 自分の考えを比例の性質などを用いて表現すること

は,比例の関係についての理解を深めることにつな

がつた。

〔課題〕

。ペアやグループで交流する際の話 し合いの視点を明確にしなかったため,ど こで

比例を使つたのかと比例の関係を考察する能力を高めるまでに至らなか
つた。

(3)学 目意欲を目める工夫について

～学び合い 。伝え合いの場の工夫によるアプローチか ら～

〔成果〕

・ 自力解決後.ベ ア交流での学び合いの場を設定する

ことで,苦 手意識をもつ生徒の学習意欲の向上へと

つながつた。

・班交流,全 体交流では、表.式 ,グ ラフを使つた

様々な解法を伝え合うことができた。

〔課題〕

・段階を踏んだ細かな交流の設定は,中・上位の生徒にとっては,説明の繰 り返 し

とな り,必ず しも学習意欲の向上へとつなが らなかった。

・ 1単位時間や単元を通 してどのように交流を行っていくか、交流の形態だけでな

く、交流の仕方や内容 も指導する必要があつた。

る活動 の工夫～
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『真目的コミュニケーション活鵬』による事■相■0翼■
～ペアワークを取り入れた課■解決のための学習展開の工夫～

(中学2年  英語科 単元名「比較級。最上級」 全9時間)
小平町立小平中学校 水 戸 誡 晃

]は じめ に
(1)子 どもの実■
活見な生徒が多 く,話す活動や ALTと のコミュニケーション活動に前向きに取 り
組む生徒が多い。活動場面では積極的に質問した り発言をした りする。ベア活動やイ
ンタビュー活動に積極的に取 り組んでいる。 しか し,英語が好きで熱心に取 り組む生
徒もいるが,どちらかというと苦手意識をもっている生徒の方が多い。全体的に英語
の文を聞いた り,話 した りする活動を好む一方.文字で書かれた英文を読んだ り,書
いた りする活動は苦手な傾向にある。既習英単語や簡単な英文を読めなかった り,基
本的な単語のスペ リングを書けなかった りする生徒も見 られる。全体的に,単語のス
ペリングを覚えるのが苦手である。また,コ ミュニケーション活動の中で 「好 きなテ
レビ番組は ?」 「好きな本は ?」 と聞かれたときに, 日本語でも返答に時間のかかる
生徒がいるので,実践的なコミュニケーション活動を行 う際にはT寧 な個への支援が
必要だと考えている。

薔す 。日く活動を授業の中心に据えなが ら,読む 。書く活動 も取 り入れ, 4技能を
バランス良く伸ば していきたぃ。

(2)単元について
動月の薔形変化を伴 う文法では, この単元までに,be動 詞の現在形と過去形,一般
動日の現在形,二 人称単数の現在形,過去形,現在進行形,過去進行形を学習 した。
3年生では受け身と現在完了形を学習する。今回の単元では,同 じ語形変化を伴う文
法でも,形容詞と副詞の語形変化を伴 う比較級 。最上級を扱 う。形容詞についてはこ
れまでも多くの単語が接われ,会話練習などでも取 り入れているので債れている。副
詞については,文法事項 として系統立てた説明はしていないため。 「副詞の役割」は
理解 していないが,新 出単語として学習するときに意味や使い方をその都度説明する
ため,一つ一っの副詞については定着 している。 この単元でも,形容詞や副詞の役割
について文型ごとに系統立てた説明をすることは避け,単語として理解させる。各単
語の意味を正 しく理解 していれば不都合はないと考えている。
今回扱 う「～よりも…だ」 「いちばん…だ」 といった比較級 。最上級は日常会話の
中でもよく使われる文法なので, この単元でも耳と口を使った会話練習を中心にして
文構造に慣れさせ,僣形変化の規則については教科書やワークシー トで読んだ り書い
た りする活動を通 して身に付けさせていきたぃ。

2 研 究 の観 点
(1)学口過程の工夫
～習得 した知識・ 技鮨の活用を中心とした,凛■解決のための授業展田～
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この単元で習得させるべき文法事項は,「形容詞の比較級 (― er/■ ore～ )J「形容詞の最

上級 (― est/口 OSt～)J「7hicbと 比較級を用いた疑同文J「副詞の比較級 。最上級」である。

それぞれの文法事項を学習するときに,導入→パターン練習 (習得)→ コミュニケー

ション活動 〈活用)と いうサイクルを基本とし,学習事項の定着を図った。また,単元

全体を通して,は じめは易しいコミュニケーション活動を行い (習得),学 習内容の深

まりとともに,よ り発展的な実践的 。課題解決的コミュニケーション活動を行う (活用 )

ことで,知識・技能の定着を回つた。

本時では,前時までに習得した「形容飼の比較級 。最上級」,「Wbich+比 較級の疑同文」,

「副詞の比較級 。最上級」の文構造を総合的に用いて, 自分で調べたいテーマをもとに

インタビュー活動を行う課題解決的な学習を行つた。

(2)●■活口の充実

～言語化することにより思考力・ 判断力・表現力を高める活動の工夫～

英語科においては活動の大半が言語活動であるが,思考力・判断力・表現力を高める

ためには, リピー トするだけのパターン練習 と合わせて,よ り実践的なコミュニケー

ション活動も大切であると考えた。学習の段階に合わせて,教師の英文をリピー トする

活動.文の一部を変えて言う活動, 日本語や写真を見て英文にする活動,相手の質問に

適切に応答する活動, 自分の考えを英語で表現する活動と,少 しずつ高度な言語活動を

行えるようにした。最終的には与えられた文を読む形式的な
「話す」活動から,自 分で

伝えたい内容を考えて言葉 (英語)で 「表現する」活動を行えることを目指した。

本時では,イ ンタビユー活動の形式で,思考力・判断力・表現力を高めるための実践

的な言語活動 (コ ミュニケーション活動)を行つた。また,イ ンタピュー活動の結果を

既習文法を使つてワークシー トに書かせることで,さ らなる表現力の向上を図つた。

(3)学■菫欲を目める工夫

～学び合い 。伝え合いの場の工夫によるアプローチ～

英語でのコミュニケーション活動は,ベアやグループの形態でのインタビュー活動 ,

スキット作 り,会話練習などあるが,そ のいずれも学び合う 。伝え合う活動としての働

きがあると考えた。学習する文法事項に応じて様々な活動形式の中から最適なも
のを採

用し,学習意欲の向上を図つた。

本時では,イ ンタビユー活動の中で自分の設定した トビックについて多くの生徒に英

幡で質問することにより,伝 え合う活動を行つた。また。インタビューの内容を考えた

り,イ ンタピユーの結果についてまとめたりする活動をペアの形態で行つた。
ペアは座

席表にもとづいて右隣と組む
。左隣と組む 。前後で組むなど。ベア活動ごとに組み合わ

せを変えるようにしてきた。本時でも同様にペアを組み,協力して活動を行うことによ

り,学習意欲の向上を図つた。
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3 単元の 目標
【コミュニケーションヘの関心 。意欲・饉度】

・パターン練習やコミュニケーション活動に積極的に取り組もうとしている。

(話す 。闘く)
。ワークシー トの英作文の活動に積極的に取り組んでいる。 (書 く)
。教科書の音餞や読解に積極的に取り組んでいる。 (読む)

【表現の能力】

・コミュニケーション活動で正しい文法で相手に話したりたずねたりすることができる。
(話す)

。正しい比較級 。最上級の文構造で英文を書くことができる。(書く)
【理解の能力】

・コミュニケーション活動で相手にたずねられたことの内容を理解し,正 しく答えるこ
とができる。 (聞 く)

・教科書やワークシートに書かれた英文を読んで,内容を理解することができる。(読む)
【言薔や文化についての知臓 。理解】

・比較級 。最上級の文構造や僣形変化についての知誠を身に付けている。
・学習した単語や表現の意味を理解し,正 しい綴りで書くことができる。

4 指導計■

ｒ
ｏ
ｍ
●
ｏ
口

い
。
】

学習活動 (◎生徒の様子 。☆支援 ) 【評価規準】と視点
【1時 間目】

◎教師の会話を聞き,内 容を推測する。
Tl:My bag ie new.  Your bag is new,tO。

.

T2:YeB. But our bag io newer than my bag. など

2つのかばんを比べ

ている。何を比べて

いるんだろう?

どつちの方か新しい

かを言つているのか

な。

暉■  2つ のものを比べて,感想を言おう.

☆文法について説明をする。

◎比較級 を使 って,2つ の ものを比べて「～の方が…だ」
とい う英文を言 うパ ターン練習を行 う。

Sl:Anpanman i8 taller than DOraemon.

S2:A ba8ketball is bigger than a goccer ball. な ど
☆電子黒板の写真で視党的に分か りやす く提示す る。

【田・意・態】

パ ター ン練習に積極的に1

り組んでいる。 (観察 )

【

観点 2

自分の考えを比較級を使

つて言語化することで ,

思考力・判断力・表現力

の育成を図った。
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◎相手に「ライオンは大きいJな どと言つてもらい,そ

れに対 して「○○はライオンよりも大きい」などの英

文を答えるペアワークを行 う。

【表】

正 しい英丈でペ ア ワー クを

行つている。 (観察 )

【2時間目】

◎形容詞+erのつき方 と mOre+形容詞の形を用いた比

較級の文法を学習する。

◎ more十 形容詞の形 を用いた比較級の文を練習す る。

くパターン練習〉

Sl:Math ie more difficult than English

S2:Bageball is more popular than basketball. など

◎文法の練習をする。

視点 1

この単元の基礎 となる比

較級の目形変化 について

の知識の習得を図つた。

【知・理】

比較級の文法を正 しく理解

している。 (ワ ークシー ト)

【理】

教科書本文の内容 を正 しく

理解 している。 (ワ ークシー

ト)

暉■ 教科書本文を読んで,内 害をつかもう。

◎比較級の文を含む教科書本文を読んで,新 出単語を確

認 し,内 容を把握する。

2つのものを比べるときは.形容詞の「比較級」

を使うんだ。

ｒ
ｏ
●
ｏ
Ｏ
●

い
・
い

【3時 間目】

◎教師の会話を聞き,内 容を推測す る。

Tl:Baseball ig exciting.  Soccer is more exciting

But volleyball ie the moBt exciting.

T2:For me,80CCer is the mo8t eXCiting. など

視点 2

自分の考 えを もとに最上

級 を使 う英文 に言語化す

ることによ り,思 考力・

判断力・ 表現力の青成 を

図つた。

視点 3

相 手が答 えた英文を書 く

ことで ,伝 え合 いによる
「書 くJ活 動の学習意欲

の向上を国つた。

■■  3つ のものを比べて, 自分の意見を言おう。
【田・意・態】

パ ター ン練習に積極的に取

り組んでいる。 (観察 )

◎最上級を使って,3つ のものを比べて「～がいちばん

…だ」 とい う英文を言 うパターン練習を行 う。
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ｒ
ｏ
●
●
ｏ
●

い
，
∞

Sl:Anpanman is the cutest

S2:Ba8eball is the most popular. など

☆電子黒板の写真で視覚的に分か りやす く提示する。

◎相手に 3枚のカー ドを提示 してもらい,「 ～がいちば
ん…だ」 とい う英文を言 うペアワークを行 う。

◎ペアワークで相手が答えた英文を確認 しながらワー

クシー トに記入する。

【】贅】

正 しい英文でペアヮークを

行っている。 (観察 )

【知・理】

最上級の文法を正 しく理解

している。 (ワ ークシー ト)

【関・意・ 態】

読む練習に積極的に取 り

んでいる。 (観察 )

【理】

教科書の英文の内容 を正

く理解 している。 (ワ ーク

ー ト)

組

し

シ

【4時間目】

I口■ 教科書本文を読んで,内害をつかもう。 |

◎最上級の文を含む教科書本文を聞いて,内 容を推測す
る。

◎教科書本文を読む練習をする。

◎新出単語を調べながら教科書本文を日本語に訳す。

3つのものを比べるときは,形害国の「最上級」
を使うんだ。

【5時 間 日】

◎教師の会話を聞き,内 容を推測する。
Tl:Which i3 mOre intereeting,tOnni8 0r g。 lP
T2:Tennig is mOre interesting than golf.  など

☆文法について説明をする。

視点 3

パ ター ン練 習をベアで行

い,お 互 いの英文を確認
し合 うことで ,学 び合 い
による学習意欲の向上 を

図った。暉■  2つ のものを比べて,ど ちらの方がOOか 相
手に日こう。

◎ Which i3～er,… or..?の 形をつかって質問 し合 うペ

アワークを行 う。

Sl:Which ig faster,a dOg or a car?

【田 。意・態】

ペ ア ワー クに積極的に取 り

組んでいる。 (観察 )
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【ヨ贅】

正 しい英文でペア ワー クを

行つている。 (観察 )

【知・ 理】

最上級の文法 を正 しく理解

している。 (ワ ークシー ト)

【理里】

教科書の英文の内容 を正 し

く理解 している。 (ワ ークシ

ー ト)

【関・意・態】

パ ター ン練習

り組んでいる。

に積極的 に取

(観 察 )

52: A car is faster than a dog. lt Y

◎ペアワークで話した英文をワークシー トに記入する。

【6時 間目】

◎教師の質問を聞き,答 えを推測する。

Thig is a table tennis ball.  This is a golf ball

IB a table tennis ball bigger than a golf ball?

Is this smaller than that? な ど

卓球の球とゴルフポ

ール,ど つちが大き

いんだろう?

同じくらいの大きさ

つて,なんて言うん

だろう?

☆aS～ 38.(… と同 じくらい～だ)の 説明をす る。

◎ aB～ asを 使 った英文を言 う練習をす る。

Sl:Soccer is as exciting as baseball

S2:My penCili3 a8 10ng as your pencil.  など

◎比較級・最上級の疑問文を含む教科書本文を読む。

◎新出単語を調べながら日本語訳をワークシー トに

記入する。

相手にたすねるときは「Which is比較級,A or

B?」 の形を使うんだ。 「同じくらい～」とい
うときは,as～ as¨ を使うんだ。

視点 1

比較級・最上級の活用場

面での会話のため に,実

際の会話で もよ く使われ

る 「同 じくらい…Jと い

う言 い方の習得 を図 つた。

課■ 教科書本文を読んで,内容をつかもう。

【7時間目】

◎教師の問いかけを聞き,英文の意味を推測する。

T:  I like mi30 ramen.  I liko 8hiO ramen,too.

I like miso ramen better.

Which do you li■ e better,mi6o or shio?  な ど
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味噌ラーメンも塩ラー

メンも好きつてこと?

どつちが好きつて聞

いているのかな?

☆文法 について説 明 をす る。

◎副詞の比較級 。最上級を使って ,「 ～の方が好きだ J「 ～

がいちばん好きだ」とい う英文を言 うパターン練習を

行 う。

Sl:I like baBeball better than 30CCer

S2:I li■ e tennie the be8t.        な ど

☆電子黒板の写真で視覚的に分か りやす く提示する。

◎betterと bestを つかって, 2つ または 3つ の物の中
か ら好 きな物を相手に伝え合 うペアワークを行 う。

◎ペアワークで話 した内容をワー クシー トに記入す る。

【8時ロロ】

◎副詞の比較級・ 最上級の文を含む教科書本文を聞い

て,内容を推測す る。

◎教科書本文を読む練習をす る。

【田・意・態】

パ ター ン練習に積極的に取

り組んでいる。 (観察 )

【壺モ】

正 しい英文でペア ヮー クを

行つている。 (観察 )

【知・理】

bettor,be3tを つかった文法

を正 しく理解 している。 (ワ

ークシー ト)

【日・意・態】

読む練習に積極的に取 り組

んでいる。 (観察 )

【理】

教科書の英文の内容 を正 し

く理解 している。 (ワ ークシ

ー ト)

視点 1

副月の「比較級」「最上級」

である better,bestを 会

話を通 して習得する授業

展開の工夫 .

諄■ 自分が好きなものを伝え合おう。

観点 3

コミュニケーシ ョン活動

を ペ アで 行 う こ と によ

り,学 留意欲の向上を図
った。

暉■ 薇科書本文を読んで,内 容をつかもう。

◎新出単語を調べながら教科書本文を日本語に訳す。
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【9時間目】卜 時 |

◎教師の質問に答える。 (復 習 )

Which do you li■ e better,Aor B?

Which do you li■ e the best,A,B or C? など

◎副詞の比較級・最上級を使つて ,「 ～の方が好きだ J「 ～

がいちばん好きだ」とい う英文を言 うパターン練習形

式の復習を行 う。

Sl:I li■ e ba80ball better than eoccer

S2:l li■ e ramen the best.       など

☆電子黒板の写真で視覚的に分か りやす く提示する。

◎ 自分の調べたいことについてペアで考え,「 どちらの

方が好きですか」「どれがいちばん好きですか」と相

手にたずねるインタビュー活動を行 う。

【関 。意・態】

積極的にインタビュー活動

に取 り組んでいる。 (観察 )

【表】

正 しい英文でイ ンタビユー

活動を行つている。 (観察 )

◎インタビュー結果について ,ペ アごとに英文で簡潔に

ヮークシー トにまとめ,発 表す る。

【知・理】

比較級 。最上級の支法の基礎

を正 しく理解 している。 (ワ

ークシー ト)

5 本 時 の実 際
(1)本時の日●
・積極的に会話練習やインタビュー活動に取り組んでいる。 (関心・意欲・態度)

。「～の方が好き」 「～がいちばん好きJと いつた文の形を使つて,たずねたり答えたり

することができる。 (表現 )

。比較級 。最上級の文法の基礎を正しく理解している。 (知識)

視点 1

■得 した「比較級J「最上

級」の知識を総合的に活

用 した,課題解決のため

の授業展開の工夫。

視点 2

「比較級 J「最上級」を使

って考えを言語化 しなが

らイ ンタ ビュー活動を行

うことによ り,思 考力・

判断力・ 表現 力の育成 を

図つた。

課■ 比較級 。最上●をつかつて,みんながいちば

ん好きなものをインタビューで■べよう.

視点 3

インタ ビュー活動の トビ

ックやまとめをペアで話

し合 って 行 う こ と によ

り,学 習意欲の向上を国

った。

-49-



(2)本時の晨田 (9/9時 間 )

生徒 の活動 支援○・評価☆の実際

課

題

把

握

課

題

追

求

35

分

◎パ ターン練習形式での前時までの復習。 ALTの 質
間に英語で答えた。

○全体への発間 と個への発

間 を織 り交ぜ ,定着
を図 った。

○電 子黒板 で視党的

に分か りやす く提

示 した。

○ トピック選び に時間がか

か る生徒 には ,選択肢 の 中

か ら選ぶ よ うに促 した。

○ 音 読 が 苦 手 な 生 徒 に は振

り仮 名 つ きの ワー ク シー

トを使用 させ た。

Which do you !ike

betier,boseb。‖Or

soccer,(野 球とサ

ッカー.ど っちが好

き ?)

I!ike

bosebc‖

better!

(野 球の方

が好き !)

Which do you !ike the best` Anpanman,

Dorcemon,Or ChOpper,(ア ンバンマンと トラ
えもんとチ ョッパー,どれがいちばん好き ?) 視点 1 学ヨ過程の工夫

前時までに習得 した「比

較級」「最上級 Jの知臓を
その後活用す るための復

習を行 った。

クラスの仲間にたずねたい ト

つた。 (好 きなスポーツ,動物 ,

◎「どちらの方が好きですか J「 どれがいちばん好きで

すか」 とたずねるインタビュー活動をす るためのペ

アワークを行つた。

ピックをペアで話 し合

アーテ ィス ト,な ど)

たずねるときの英文をワー クシー トに記入 した。

(2つ を聞 くとき)Which dO you like better,Aor B?

(3つ 以上)Which dO you like the best,A,B Or C?

工:ike Anpanman the best!

(ア ンバンマンがいちばん好き !)

課■ 比較級・壼上級をつかって,みんながいちば
ん好きな物をインタビューでロベよぅ。

みんなが

好きな季

節ついて

聞 こ う

か ?

イヌ派とネ

コ派,ど っ

ちが多いだ

ろう ?

視点 3 学び合い 。伝 え
合いの場の工夫

インタビュー活動の トピ

ック決めや英語での聞き

方 をペアで行 うことによ

り,学 習意欲の向上 を回
った。

何 が いちばん好 きか

を聞 <と きは bestを

つかうんだよね。

聞き方は Which dO you

like the best, ―? だ。
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インタビュー活動を行つた。教室を歩き同つて,ペ

アで手分けして全員に質問 し,結果をワークシー ト

にメモをした。

ペアごとに ,

にまとめた。

インタビュー結果について英文で簡潔

◎まとめた結果を発表した。

Which do γou ‖ke

be† ter′  Mickeγ  or

Pooh,(ミ ッキーと

プーさん,ど つちの

方が好き?)

I:ike艤 :ckeγ betier.(ミ ッキーの方が好き。)

OALTも インタピュー活
動に参加 し,生 徒の質問に

答えた。

☆積極的にインタビュー活

動に取 り組んでいた。(関 )

☆正 しい英文でイ ンタ ビュ

ー活動を行つていた。(表 )

☆比較級 。最上級の文法の基

礎 を理解 し,英文にまとめ

ていた。 (知 )

視点 2 曾鵬活働の充実
インタ ビュー活動 を行 う

ことによ り,思考 力 。欄

断力・表現力の育成 を目

った。

「 ～ と同 じく

らい 人 気 が あ

る」つて,ど う

言 う ん だ つ

け ?

「～より人気がある」は

more popular than～

だよね。

比較級・最上級を使 って,み んなの好き

な物を調べて発表することができた。
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6 成果 と課■
(1)学■過程の工夫
～習得した知識・技能の活用を中心とした,課題解決のための授業展開～
〔成果〕

。電子黒板を活用して,ALTと の会話形式で復習
をしっかりと行い (パ ターン練習),イ ンタビュ
ー活動 (活用)を 行うという流れをスムーズに展
開することができた。

・復習では正しい文法で答えられなかった子どもた

ちが,最後のまとめできちんとした英文で答えら
れていたので,実践的コミュニケーション活動を
取り入れたことは知識技能を確実に身に付けるこ

とにつながっていたと考える。

〔課題〕

。生徒の実態を考え,パ ターン練習,イ ンタビュー活動,ま とめの活動などそれぞれの段
階ごとに使う英文について丁寧に説明したので,生徒にとって 「学んだことを活用でき
た。」という実感へのつながりを弱くしてしまった。

・インタビュー結果を英文でまとめる時,必ず使わせる表現と,使 ってもよいとする発展
的な表現を分けてもよかった。党えさせる 。身に付けさせる事項と発展的な内容の区別
に曖味さがあった。

(2)言■活動の充実
～言語化することにより思考力・ 判断力 。表現力を高める活動の工夫～

〔成果〕

・インタビュー結果を英語で書いて発表する活

動は,ど の文法を使って表せば伝えたい内容
を相手に伝えることができるか考えることで ,

思考力・判断力の向上に有効であった。

・ワークシー トにインタビューする英文を書か

せることは,頭の中で理解 したことを改めて
整理する上で思考力の向上に有効であった。

〔諷■〕

・インタピューの結果をまとめる活動で,活用の点から考えて,比較級,最上級だけでな
く,それまでの既習事項を思い起こさせ,ま とめる取り組みをさせてもよかった。
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(3)学 ■菫欲を自める工夫

～学び合い 。伝え合いの場の工夫によるアプローチ～

〔成果〕

・ 自分たちの考えた トビックについてインタビ

ューする活動は,生徒が楽しんで授業に取 り

組んでいる姿から学習意欲を高めるのに有効

な手段であつた。

・ペアでインタビューをする英文を考えたり,

インタビューしたことを英文でまとめたりす

る活動は,生 徒に自信をもたせ,学習意欲の

向上につながつた。

〔課題〕

・今回のインタビュー活動は,一文で聞いて一

文で答えることが多く,伝 え合いの活動とま

で至らなかつた。
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11学習過程の工夫について  〕

[2言語活動の充実について  〕

[3 学習意欲を高める工夫について    〕



研 究 の 戌 呆 と課 題 に つ い て

今年度は,「 確かな学力をはぐくむ学習指導の実践的研究」の 3か年継続研究のまとめ

となるように過去 2年 間の成果や課題を踏まえながら,研究協力校・ 協力員による検証授

業を中心に,研究を進めてきた。

視点 1「学習過程の工夫」では,単元を通 してすでに習得 したものを活用することで ,

学びが深まる授来展開に重点をおいた。視点 2「 言語活動の充実Jで は,言語化するね ら

いや内容を明薇 にすることで,思考力・判断力 。表現力を高め,各教科のね らいの達成や

身に付けさせたい力の確実な定着を図る授業づ くりを目指 した。視点 3「 学習意欲を高め

る工夫Jで は,学 び合い。伝え合いのグループ構成の工夫などにより,多様な意見交流を

行 うことで学習意欲を高めることに取 り組んだ。

各視点の成果 と課題については,以下のように明らかにすることができた。

視 点 1 学 習過程 の工 夫
今年度の■点  詈得した知‖・技能の活用を中心とした,課■解決のための授彙晨田

成 果

児童生徒に習得すべき基礎的・基本的な力を確実に身に付けさせ ,そ れ らを活用 し,よ

りよく問題を解決することができるようにするためには,単元を通 して,ど んな場面で ,

どのような方法で, どんな力を身に付けるのか明確にする必要がある。今年度の検証授業

においては,身 に付けさせたい力を明確にし,習 得 したことの活用する場面を単元の中に

意図的に設けることで,確かな学カヘ とつながつていくことが明らかになつた。

活用の場を十分に保証す ることで,「 やつてみたい !J「 お もしろそ うだな !」 とい う

ような児童の自主的・ 自発的な学習を促す とともに,活用することで課題解決することが

できるとい う実感を伴つた理解を得ることが明らかになつた。

また,単元の最後に活用場面を設定することで,課題解決に向けて意欲的な姿を見て取

ることができた。

課 題

教師の支援が増えると児童生徒は,活用 して課題を解決 したとい う成就感 ,自 主的に学

習に取 り組んだとい う意餞が希薄になってしまうため,問題を解 くことができたと実感 さ

せ る場合,ど のような活用の場を設定するのか,ど こまで支援をするのかが重要になる。

また,習 得 した力 と活用する場面の結びつきを子 どもたちにどの場面で, どのように働

き掛けるか検証 していく必要がある。
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視 点 2 言語活動の充実
今年度の重点  言語化することにより思考力・判断力・表現力を高める活動の工夫

言語活動のね らいや内容を明確にすることで,各教科のねらいの達成や身に付けさせた
い力の確実な定着を図る授業づ くりを目指 し,検 証授業を行つた。
体青科では,作戦会議を行 う際,“ チームの特徴に合わせた作戦"を 考えさせた り,
“その作戦を達成するための練習方法を考える"と い う話 し合いの観点を明確に提示 し,
言語化させた りした。英語科では,イ ンタビュー した結果をどの文法を使って表せば,伝
えたい内容を相手にわか りやす く伝えることができるかとい う観点を明確に提示 し,言語
化 させた。言語化す る内容 を明確 にす ることは ,児 童生徒の考
えを明 らかに し,グ ループや学級 と しての考えを深め させ るこ
とができるとい うことが分かつた。

また数学科では ,問 題把握・ 意見交流な ど様 々な場面で多様
な 言語活動 を取 り入れ た。比例の関係 を表・式・ グラフに表す

活動を通 して言語化 させ ることで ,深 く考えた り,表 現を広げ
た りす るのに有効であることが明 らかになった。

目的を明確 に した言語活動や ,様 々な場 面での言語活動は 自
分の考えを整理することができ,そ れをグループや全体の場で発
ことで思考を深めることができることが分かつた。

自分の考えを言語化す る力は , 1単位時間で身に付い
くは,一 定期間繰 り返 し行つてい くことで身に付いてい
意図をもつて言語活動を位置づけることが重要である。

また,言 語活動については,活動の量だけでなく,何
るか,教師が十分にその内容を吟味 して質を高めていく

表 した り,問 いた りす る

ていくものではな く,一 単元 もし

くもの と考える。教師側が明確な

をどのよ うに児童生徒に表現 させ

ことが大切である。
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点 3 学習意欲を高める工夫
今年度の重点  学び合い・伝え合いの場の工夫によるアプローチ

教科や単元の特性 ,児童生徒の実態をとらえ,学習意欲が高まる学び合い・伝え合いの

場を導入 し,主体的に 「話 したい」「聞きたい」 とい う思いをもちなが ら交流することが

できる授業づくりを目指 した。

数学科では,1単位時間の中でペア交流,班交流,全体交流 と学び合いの場を設定 して

いくことで発表内容に自信をもつことができた。英語科では,単元を通 して繰 り返 しペア

学習 を行つて話 し方や聞き方を しつか りと身に付けさせ ることで ,「 話

したい J,「 聞きたい」 とい う生徒の学習意欲の向上につながるインタ

ビュー活動を行 うことができた。

また体育科では,「 全員が トライをす る」 とい う目標で意見交流の場

を設定 してい くことによりその後の練習で,お 互いに声を掛け合 う学び

合いの姿が見 られた。

交流の人数や形態を教師が意図的に設定す ることが,学 習意欲を高め

理解 を深めるために重要であることが分かつた。

学び合い。伝 え合いの場を設定す ることが学習意欲 を高めることに

つなが るには ,そ の意図や効果 を教師が把握 していることが重要に

なる。様 々な交流の形態 の効果 を見極 め , 1単位時間の中で ど うい

つた学び合いや伝 え合いの場 を設定すれば ,児 童生徒が満足感 を得

ることができるのかを,教師は考える必要がある。
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小学校学習指導要領

平成 21年 度小学校教育課程編成の手引き
新教育課程に対応 した教育活動の創造的な展開

学校教育指導資料

カ リキュラム研究だより「カ リキュラムを創る」

〔確かな学力〕の育成を図る学習指導の在 り方

主体的に学び ,学 びを深めることができる「日高の子」
思考力・判断力・表現力等をは ぐくむ学習指導の在 り方

各教科における「言語活動の充実」 とは何か

横浜教育大学人間科学部付属横浜中学校編
「活用型学力が育つ授業デザイン」  吉崎  静夫著
言語活動の充実を図る「視点 と方法」のある授業

山口大学教育学部付属光小学校著  明治図書
。「言葉Jか ら考える読解カ 森山 卓郎著 明治図書

豊かな言語活動で確かな国語力を !  横浜市小学校国語教育研究会著   明治図書
新 しい 「基礎・基本Jの 習得     浅沼  茂編        教育開発研究所
活用を育てる授業の考え方と実践   安彦 忠彦編           図書文化
「教えて考えさせる授業」をlllる    市川 伸一著          図書文化
各教科等における言語活動の充実   高木 展郎         教育開発研究所

文部科学省

北海道教育庁学校教育局義務教育課

(資料編) 北海道教育庁留萌教育局
北海道教育庁空知教育局

高槻市教育センター

空知教育センター

の育成   日高教育研究所
上川教育センター

株式会社 ぎょ

三省堂

う週いヽ

文部科学省教育瞑程晨′幼児教育課編 東洋館出版社

長野  千尋編   図書文化・ 日本政青評価研究会
奥田 員丈編 教育口査研究所

初等教育資料

指導 と評価

教育展望
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留市市立縁丘小学校 (共口研究担当 :榎
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儡町立羽幌小学校 )

晃 《小平町立小平中学校 )
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雅

春

麟

正
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主任研究員
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発 員
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颯 田   彙

後 ● 幸 ●

嵩 島 円 恵
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|■■‐‐        あとがき        ‐■■■|

今年度は, 3か 年継続研究のまとめの年として,「学習過程の工夫J,「 言語活動の充
実」。 「学習意欲を高める工夫Jと いう 3つ の研究の視点について,研究を進めて参 りま
した。前述の 3つ の視点に関してさらに重点化を図り,そ れぞれ 「習得した知識・技能の
活用を中心とした,課題解決のための授業展開」,「言語化することにより思考力・判断
力 。表現力を高める活動の工夫」,「学び合い 。伝え合いの場の工夫によるアプローチ」
を研究の柱に据え,理 論研究を進めるとともに,研究協力校と研究協力員の先生に検証授
業を提供 していただき,活発な饉論を行いなが ら研究を深めてまいりました。
今回,そ の成果や課題を『研究紀要J第 17号 としてまとめることができました。 これ
もひとえに,共 同研究推進のためにご尽力いただいた研究協力校と研究協力員の皆様方 ,
そ して今年度,検 証授業を提供 してくださった,苫 前小学校,遠別中学校,小平中学校の
ご理解とご協力によるものと心より感謝申し上げます。

また,紀要発行にあた り,各 関係機関にも多大なお力添えをいただきましたことに対 し
ましても,重ねてお礼申し上げます。本書を多くの先生方に読んでいただき,校 内研究や
個人研修, 日常の教育実践においてご活用いただければ幸いです。
来年度は, 3年次研究の成果を踏まえた上で,新たな研究に取 り組み,多 くの成果が得 ら
れるように努力して参 ります。今後とも当研究所に対 しまして,変わ らぬご指導とご協力
のほどよろしくお願いいた します。

平成24年 3月
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